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おもな内容

令和４年度 決算認定

もっとくわしく質疑応答

一般質問（６人）
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９月定例会
9月５日〜９月27日(23日間)

９月定例会

　日
南
町
議
会
の
９
月
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
27
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　一
般
質
問
で
は
、
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
財
産
の
取
得
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
、
特
別
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
改
正
、
農
業
委
員

会
委
員
の
任
命
、
令
和
５
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
令
和
４
年
度
決
算
承
認
な
ど
全
21
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
審
査
報
告
は
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
︶

財
産
の
取
得

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入

　福
栄
分
団
へ
配
備

　現
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
は
売
却
予
定

農
業
委
員
会
委
員
任
命
同
意

　大
塚

　清
子

｟
折
渡
｠

｟
任
期
は
、
令
和
７
年
５
月
18
日
ま
で
｠

一
般
会
計
補
正
予
算

・
危
険
木
等
事
前
伐
採
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　２
０
０
万
円

・
清
掃
セ
ン
タ
ー
緊
急
修
繕
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　３
０
３
万
円

・
日
南
邑
緑
の
館
改
修
工
事
の
増
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　７
０
０
万
円

・
ゆ
き
ん
こ
村
厨
房
エ
ア
コ
ン
等
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　１
６
０
万
円

・
林
業
専
用
道
整
備
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　３
３
０
万
円

・
イ
ラ
ス
ト
無
断
使
用
和
解

　
　損
害
賠
償
額 

　
　
　
　３
１
万
円

・
認
定
こ
ど
も
園
に
か
か
る
経
費

　
　パ
ー
ト
職
員
通
勤
手
当
・

　
　山
の
上
分
園
修
繕
・
芝
刈
り
機
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　１
９
７
万
円

・
林
道
窓
山
線
路
肩
崩
落
復
旧

　
　台
風
７
号
災
害
で
の
路
肩
復
旧

１
０
３
０
万
円
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一般会計補正予算

ここに
注目 おもな物価高騰対策保健医療関連事業

・ 対象 ： 生活保護受給世帯

　　　　 児童扶養手当受給世帯

・ 助成継続実施４ヶ月

  （令和5年12月～令和6年3月）

・ 6000円×4ヶ月×50世帯

生活困窮世帯光熱費助成

路肩崩落

　新型コロナウイルス感染症は５類に移行した後も感染者の発生がみられ、終息には 至っていない。また、多品目にわたる異常な物価高が続いている。

　この度の補正予算は町民の困窮の現状を踏まえ、町民生活支援、災害復旧など、総 額 1億279万円について審議した。

　電力・ガス・食料品価格高騰対策

対象 ： R5.9.7住民基本台帳登録者

目的 ： 食料品等の価格高騰の影響を

　　　　 受けている町民の負担を軽減

　　　　 する

　　　　 町内経済活性化を促進する

有効期限 ： 令和6年4月30日

たったもカード
ひとり１万円の

スペシャルポイント付与

4049万円

基本構想策定基礎資料として移転改

築を含む候補地選定に係る基礎調査

業務委託料

日南病院基礎調査業務委託

242万円

18歳以下の医療費負担を無料に

（令和6年4月～）

特別医療費助成条例一部改正
町内で利用し、経済活性化を

120万円

議
決
し
た
そ
の
他
の
議
案

 ・ 対象者：50歳以上の住民

 ・ 不活化ワクチンは2回接種、10年有効

　 （生ワクチンは１回接種、5年有効）

日南病院と日野病院は助成券を持参すると、

自己負担1回5000円で接種できる

他の医療機関は全額負担で接種後助成申請する

帯状疱疹ワクチン助成
追加150件分

5１0万円

6月補正50件を超える希望があり、

150件分を追加

自己負担5000円×2回まで接種できる

移転改築を検討する日南病院
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令和４年度令和４年度 決算を認定決算を認定
普通会計歳入 普通会計歳出

　
地方譲与税とは？

　国税を客観的な基準で地方公共団体に譲与するもの。地方揮発油譲与税、自動車重量譲与税、特別

法人事業譲与税、森林環境譲与税などがあり、令和４年度は総額2兆7622億円が譲与されています。

　日南町の令和４年度一般会計歳入決算には、地方揮発油譲与税1453万円、自動車重量譲与税4350万

円、森林環境譲与税7431万円、計1億3234万円の地方譲与税が計上されています。

９月定例会に提案された令和４年度一般会計などの決算認定議案は、一部の会計で賛否が分かれましたが、全議案が認定されました。（関連記事は6〜10ページ）

会　計　別 差引残額決　　　算

歳入総額 歳出総額

普 通 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

再生可能エネルギー発電事業特別会計

　 合 計 　

74億 7504万2千円

5億9807万0千円

9億5915万3千円

6021万3千円

1億12万6千円

3151万0千円

92億2411万4千円

71億5668万6千円

5億9766万1千円

9億336万1千円

6021万3千円

9988万2千円

2600万4千円

88億4380万7千円

3億1835万6千円

40万9千円

5579万2千円

0円

24万4千円

550万6千円

3億8030万7千円

普通会計・各特別会計の決算状況

歳出総額
71億5668万6千円

100％

歳入総額
74億7504万2千円

100％

その他
2億4504万5千円

3.3％

町債
6億8120万円

9.1％

12億5206万8千円

16.7％

地方交付税
35億8239万4千円

47.9％

諸収入
2億5547万5千円

3.4％

繰越金
2億9436万1千円

3.9％

町税
4億5718万7千円

6.1％

地方譲与税等
2億4979万2千円

3.4％

県支出金
10億8678万6千円

14.6％

国庫支出金
6億2280万2千円

8.3％

  
 自

主
財源　　　　　

　
　
　
　

   　
依存財源　

　

　
　
　

　
　

　
　

総務費
12億3680万2千円

17.3％

民生費
10億6601万円

14.9％

衛生費
7億2364万6千円

10.1％農林水産業費
15億3263万円

21.4％

災害復旧費
2億6241万8千円

3.7％

教育費
4億6051万1千円

6.4％

消防費
1億5729万3千円

2.2％

土木費
6億7576万9千円

9.4％

商工費
2億1868万6千円

3.1％

議会費
6570万3千円

0.9％

各企業会計の決算状況（令和5年3月31日現在）

公共交通確保総合対策事業

1億 1708 万円

旨い野菜の里づくり事業

6653 万円

公債費
7億5721万8千円

10.6％

キャッシュレス決済事業

1億 1341 万円

会　計　別 差引残額
決　　　算

歳入総額 歳出総額

簡易水道事業

下水道事業

病 院 事 業

1億7366万0千円

438万1千円

1億8755万8千円

1604万6千円

12億3901万0千円

5060万2千円

1億4681万9千円

9878万9千円

1億5778万0千円

9073万1千円

12億2681万6千円

1億3182万3千円

2684万1千円

△9440万8千円

2977万8千円

△7468万5千円

1219万4千円

△8122万1千円

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

塵芥処理事業

1億 6154 万円

用語説明
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依存財源　

　

　
　
　

　
　

　
　

総務費
12億3680万2千円

17.3％

民生費
10億6601万円

14.9％

衛生費
7億2364万6千円

10.1％農林水産業費
15億3263万円

21.4％

災害復旧費
2億6241万8千円

3.7％

教育費
4億6051万1千円

6.4％

消防費
1億5729万3千円

2.2％

土木費
6億7576万9千円

9.4％

商工費
2億1868万6千円

3.1％

議会費
6570万3千円

0.9％

各企業会計の決算状況（令和5年3月31日現在）

公共交通確保総合対策事業

1億 1708 万円

旨い野菜の里づくり事業

6653 万円

公債費
7億5721万8千円

10.6％

キャッシュレス決済事業

1億 1341 万円

会　計　別 差引残額
決　　　算

歳入総額 歳出総額

簡易水道事業

下水道事業

病 院 事 業

1億7366万0千円

438万1千円

1億8755万8千円

1604万6千円

12億3901万0千円

5060万2千円

1億4681万9千円

9878万9千円

1億5778万0千円

9073万1千円

12億2681万6千円

1億3182万3千円

2684万1千円

△9440万8千円

2977万8千円

△7468万5千円

1219万4千円

△8122万1千円

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

塵芥処理事業

1億 6154 万円

用語説明
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　全
般
的
事
項

　決
算
附
属
資
料
の
﹁
主
要
施

策
の
成
果
及
び
財
産
に
関
す
る

調
書
﹂
に
つ
い
て
は
、
そ
の
成

果
と
課
題
に
つ
い
て
触
れ
て
い

る
所
属
課
が
あ
る
一
方
、
未
記

載
の
所
属
課
も
見
う
け
ら
れ
る
。

積
極
的
に
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
金
属
製
の
屋
根
の

改
修
が
複
数
件
あ
っ
た
が
、
早

め
の
調
査
を
行
い
改
修
の
費
用

を
抑
え
る
よ
う
に
対
応
す
べ
き

で
あ
る
。

　未
収
金
の
徴
収
業
務

　未
収
金
の
取
組
会
議
は
年
２

回
開
催
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、

令
和
４
年
度
は
１
回
も
開
催
さ

れ
て
い
な
い
。
過
年
度
分
の
未

収
金
の
回
収
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

る
が
、
現
年
度
分
の
新
た
な
未

収
金
が
発
生
し
な
い
よ
う
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　介
護
予
防
普
及
啓
発

　事
業

　い
き
い
き
百
歳
体
操
で
は
、

週
一
回
開
催
す
る
団
体
が
38
団

体
、
65
歳
以
上
の
参
加
者
は
４

７
６
人
で
あ
っ
た
。
過
年
度
と

の
比
較
か
ら
運
動
機
能
の
低
下

防
止
や
物
忘
れ
の
予
防
に
対
す

る
効
果
が
認
め
ら
れ
た
。

　令
和
４
年
度
は
、
各
地
域
で

の
日
南
病
院
の
理
学
療
法
士
に

よ
る
体
力
測
定
や
個
別
指
導
を

行
っ
た
。
日
南
病
院
と
連
携
し

た
事
業
展
開
は
重
要
な
こ
と
と

考
え
る
。

　

　山
里
L
o
a
d
に
ち

　な
ん
委
託
事
業

　令
和
４
年
度
か
ら

﹁
青
年
結
婚
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
促
進
事
業
﹂
と

﹁
観
光
振
興
対
策
事

業
﹂
の
２
事
業
を
７
７

３
９
万
円
で
委
託
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
公
園

や
旧
木
下
家
の
管
理
、

ホ
タ
ル
の
観
察(

９
０
０

人)

、
銀
杏
イ
ベ
ン
ト(

５

０
０
０
人)

、
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
９
人
の
ス

タ
ッ
フ
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。
す
で
に
準
備

を
進
め
て
い
る
生
山
駅
、

石
見
駅
開
業
１
０
０
年
記
念
等

の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
、
多
く
の

皆
さ
ん
が
来
町
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
期
待
す
る
。

　再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　発
電
事
業

　新
石
見
小
水
力
発
電
所
導
水

路
復
旧
工
事
は
、
今
後
も
修
繕

工
事
が
見
込
ま
れ
る
の
で
発
電

の
早
期
再
開
を
行
う
た
め
に
、

工
期
や
時
期
を
考
慮
し
て
発
注

さ
れ
た
い
。

　庁
舎
管
理
事
務

　電
算
室
を
日
野
川
河
川
氾
濫

等
の
災
害
に
備
え
る
た
め
、
車

庫
棟
２
階
に
移
設
し
た
が
、
旧

電
算
室
の
利
用
に
つ
い
て
の
移

転
完
了
後
の
対
応
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。
庁
舎
の
災
害
対
策
の

観
点
か
ら
も
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
を
早
急
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

令
和
４
年
度
決
算
の
監
査
委
員
意
見(

要
旨)

代
表
監
査
委
員　

高
見 

正
司

監 

査 

委 

員　

荒
木

　博

比率名

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

比率の内容

一般会計の赤字の程度を指標化し、財源の規模と比較して指標化

全ての会計の赤字や黒字を合算し、財源の規模と比較して指標化

借入金の返済額を指標化し、標準財政規模と比較指標化（25％以下）

借入金残高や将来支払うべき負担等を指標化した、財政の圧迫度

公営企業の資金不足と、料金収入と比較して指標化

判定

黒字で良好

7.2％で良好

マイナスで良好

資金不足なし

令和４年度財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告

日南町の財政は黒字経営であり、将来負担額に対して充当可能財源が上回っているため、借入金の返済も将来財政を
圧迫する可能性は低いということになります。

賑わう生山駅開業100周年50日前イベント

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告
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　令
和
４
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
会
計
の
審
査
を
す
る
た
め
に
設
置
し
ま
し
た
。

︵
議
長
を
除
く
８
人
で
構
成
、
委
員
長
・
近
藤
仁
志
議
員
、
副
委
員
長
・
岩
﨑
昭
男
議
員
︶

　９
月
７
日
か
ら
20
日
ま
で
の
間
で
詳
細
な
審
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
次
の
意
見
を
付
し
て
い
ず
れ

の
決
算
議
案
も
認
定
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

借金・貯金はどれだけある？

　令和４年度末の日南町の借金（町債）は、80億
　9105万円あります。
　一般会計と特別会計の合計額。（事業会計を除く）
　貯金（基金）は、70億8510万円あります。
　町民1人あたりで計算すると、借金は198万円（４万
　円の増額）で、貯金は174万円（11万円の増額）と
　なります｡
　　（人口は令和５年3月31日現在4081人）

単位:億円

100

80

60

40

20

0

借金（町債）

貯金（基金）

令和３年度 令和４年度平成30年度 平成元年度 令和２年度

︵
審
査
意
見
︶

全
般　主

要
施
策
の
成
果
及
び
財
産

に
関
す
る
調
書
に
は
補
正
予
算

の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
予
算
の
執
行
状
況
を
確

認
し
が
た
い
。
調
書
に
補
正
の

内
容
も
併
記
さ
れ
審
査
に
配
慮

さ
れ
た
い
。

住
民
課

︻
税
務
総
務
管
理
事
務
︼

　町
税
の
収
入
未
済
額
は
お
よ

そ
１
９
５
万
円
増
加
し
て
い
る
。

滞
納
金
の
実
態
把
握
と
具
体
的

な
回
収
方
法
を
検
討
す
る
た
め

町
税
等
未
収
金
取
組
み
会
議
を

設
置
し
て
い
る
が
、
令
和
４
年

度
は
一
度
も
開
催
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

　要
綱
の
定
め
に
よ
る
年
２
回

の
会
議
を
開
催
し
、
事
務
事
業

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
の
対
策

を
行
う
こ
と
。

︻
環
境
保
全
対
策
事
業
︼

　空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
に

基
づ
き
、
空
き
家
等
が
管
理
不

全
な
状
況
に
な
る
こ
と
を
防
止

す
る
た
め
空
き
家
対
策
協
議
会

を
設
置
し
て
い
る
が
、
令
和
３

年
、
４
年
と
２
年
間
一
回
も
開

催
さ
れ
て
い
な
い
。

　空
き
家
の
適
正
管
理
や
老
朽

危
険
家
屋
の
評
価
等
重
要
な
協

議
会
な
の
で
定
期
的
な
開
催
を

す
る
こ
と
。

地
域
づ
く
り
推
進
課

︻
観
光
振
興
対
策
事
業
︼

　令
和
４
年
度
か
ら
移
住
定
住

関
連
事
業
及
び
観
光
振
興
事
業

の
多
く
を
山
里
L
o
a
d
に
ち

な
ん
へ
の
委
託
事
業
と
し
て
実

施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　外
部
委
託
し
た
場
合
と
町
自

ら
が
実
施
し
た
場
合
の
コ
ス
ト

及
び
効
果
が
客
観
的
に
評
価
で

き
る
よ
う
具
体
的
数
値
と
し
て

﹁
見
え
る
化
﹂
を
図
ら
れ
た
い
。ホタル観賞シャトルバスの運営

教
育
委
員
会

︻
学
校
給
食
運
営
事
務
︼

　令
和
４
年
10
月
の
全
員
協
議

会
に
お
い
て
、
学
校
給
食
に
使

用
す
る
米
の
変
更
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
が
、
米
の
選
定
基

準
に
つ
い
て
は
明
確
な
説
明
が

な
さ
れ
な
か
っ
た
。

　今
後
は
納
入
業
者
や
米
の
選

定
の
基
準
を
明
ら
か
に
し
、
公

平
な
学
校
給
食
運
営
に
務
め
ら

れ
た
い
。
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　た
っ
た
も
カ
ー
ド

　
　
　
地
域
内
経
済
循
環
効
果
を

ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

　
　
　
マ
ネ
ー
部
分
の
利
用
が
前

年
比
34
・
２
％
ア
ッ
プ
、
利
用
が

浸
透
し
て
き
て
い
る
と
推
察
。

加
盟
店
の
状
況
も
、
今
後
把
握

し
て
い
く
。
ま
た
、
加
盟
店
を
増

や
し
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

　地
籍
調
査
は

　
　
　
調
査
費
用
の
財
源
は
。

　
　
　
補
助
率
75
％
の
補
助
金
を

活
用
。

　
　
　
地
域
ご
と
の
進
捗
率
に
大

き
な
違
い
が
あ
る
の
は
。

　
　
　
地
域
に
よ
り
理
解
が
得
ら

れ
な
か
っ
た
り
、
着
手
が
遅
く

な
っ
た
た
め
。

の
対
象
か
。

　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
の
下
部

組
織
で
売
り
上
げ
も
１
０
０
０

万
円
以
内
な
の
で
対
象
外
。

　地
域
生
活
支
援

　
　
　
自
動
車
改
造
費
助
成
事
業

の
内
容
は
。

　
　
　
車
椅
子
対
応
と
ハ
ン
ド
ル

改
造
を
対
象
に
、
上
限
10
万
円

を
助
成
。
総
事
業
費
は
22
万
６

千
円
。

　介
護
人
材
育
成

　
　
　
介
護
人
材
育
成
奨
学
金
制

度
が
活
用
さ
れ
て
い
な
い
が
。

　
　
　
町
外
在
住
者
も
対
象
と
す

る
よ
う
奨
学
金
制
度
の
見
直
し

を
行
っ
た
。
人
材
確
保
の
た
め
、

研
修
の
際
や
就
職
説
明
会
の
時

に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

　ふ
る
さ
と
納
税

　
　
　
日
南
町
民
が
他
自
治
体
へ

寄
付
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
金
額

は
。

　
　
　
５
３
４
万
円
。

　
本
町
受
入
の
ふ
る
さ
と
納
税

額
は
、
２
２
８
８
万
円
。

沢
地
区
と
合
同
で
避
難
訓
練
を

実
施
し
た
。

　
　
　
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は
。

　
　
　防
災
訓
練
に
活
用
し
た
。

雪
害
に
よ
る
倒
木
調
査
、
施
設

屋
根
の
点
検
、
農
地
確
認
に
も

使
用
し
て
い
る
。

　公
債
費
償
還
の

　
　シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
借
り
入
れ
が
確
定
し
て
な

い
部
分
も
計
算
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
繰
越
事
業
は
い
つ
借
り
る

か
に
よ
っ
て
利
率
な
ど
が
変
わ

る
。
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
を
描
い
た

計
算
を
行
い
、
予
算
編
成
の
協

議
の
中
で
利
用
し
て
い
る
。

　行
政
ポ
イ
ン
ト
付
与

　
　
　
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
対
す
る
行
政
ポ
イ
ン
ト
の
付

与
の
実
績
は
。

　
　
　
64
歳
以
下
｟
２
人
｠
に
も
拡

大
し
て
い
る
。
２
人
に
６
０
０
０

ポ
イ
ン
ト
。
65
歳
以
上
｟
17
人
｠

に
８
１
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
し
た
。

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
事
業
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

　
　
　
火
災
予
防
に
対
す
る
広
報
は
。

　
　
　
防
火
パ
レ
ー
ド
等
啓
発
活

動
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
広
域
消

防
で
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。

　消
防
施
設
整
備

　
　
　
消
火
栓
工
事
の
入
札
に
至

る
ま
で
の
手
順
が
公
平
で
な
い

の
で
は
。

　
　
　
事
前
に
各
社
の
見
積
も
り

を
と
っ
て
い
て
、
案
件
ご
と
に
発

注
し
て
い
る
。
見
積
も
り
依
頼

の
改
善
、
自
前
で
設
計
に
取
り

組
む
。

　防
災
対
策

　
　
　
広
域
避
難
訓
練
と
は
。

　
　
　
南
部
町
大
木
屋
地
区
と
菅

　公
用
車
の
管
理

　
　
　
車
両
管
理
は
。

　
　
　
総
務
課
が
管
理
、
合
計
31

両
、
使
用
に
際
し
鍵
の
管
理
、
使

用
記
録
簿
の
作
成
。

　
　
　
町
有
バ
ス
運
転
手
報
酬
の

減
額
要
因
は
。

　
　
　
運
転
業
務
を
正
職
員
に
て

対
応
の
た
め
。

　自
衛
官
募
集

　
　
　
名
簿
提
出
は
し
て
い
な
い

か
。

　
　
　
自
衛
隊
か
ら
の
依
頼
で
し

て
い
る
。

　
　
　
個
人
情
報
で
あ
る
が
該
当

者
は
。

　
　
　
自
衛
隊
と
担
当
で
打
ち
合

わ
せ
し
て
高
校
３
年
生
に
送
付

し
て
い
る
。

　消
防
管
理

　
　
　
決
算
額
の
増
加
要
因
は
。

　
　
　
火
災
が
６
件
と
出
動
回
数

が
増
え
た
。

問問問問問問

問問

答答答答答答

答答

問問問問問問問問問問 答答答答答答答答答答

問問問問問問 答答

答答

答答

問問 問問問問

問問

答答答答答答

答答問問 問問答答 答答

もっとくわしく質疑応答 決算認定など

　令
和
４
年
度
決
算
認
定

の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

38％が完了した地籍調査

新設された消火栓
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　小
規
模
零
細
地
域
対
策

　
　
　
菅
が
谷
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産

団
地
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
予

定
変
更
は
な
い
か
。

　
　
　
生
産
組
合
と
今
年
度
末
ま

で
に
協
議
、
令
和
６
年
３
月
に

譲
渡
予
定
。

　堆
肥
生
産

　
　
　
令
和
４
年
度
生
産
量
は
。

　
　
　
１
３
６
０
・
５
ト
ン
、
ゆ
う

き
ま
ん
ま
ん
構
想
に
連
動
し
て

い
る
。

　
　
　
春
と
秋
に
必
要
な
数
量
を

確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
必
要
な
数
量
は
確
保
さ
れ

て
い
る
。

　
　森
林
保
全
総
合

　
　
　
Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
額
は
。

　
　
　
１
２
０
０
ト
ン
で
１
０
４

１
万
３
千
円
。

　
　
　
収
支
の
リ
ス
ト
、
出
納
の

管
理
方
法
は
。

　
　
　
電
子
デ
ー
タ
管
理
し
て
い

る
。

　
　
　
Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
運
用
基
金

は
活
用
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
活
用
が
で
き
て
い
な
い
。

　ふ
る
さ
と
公
設
塾

　
　
日
南
町
に
も
公
設
塾
の
拠

点
を
設
け
た
効
果
は
。

　
　
４
年
度
は
中
学
生
も
受
講

可
能
に
な
っ
た
。
塾
生
は
中
学

生
８
人
、
高
校
生
２
人
、
講
師

は
現
在
１
人
だ
が
、
２
人
体
制

を
検
討
し
て
い
る
。

　農
業
委
員
会
事
務

　
　
　
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果

は
。

　
　
　
農
地
に
戻
す
こ
と
が
で
き

る
Ａ
判
定
は
増
え
、
農
地
に
戻

す
こ
と
が
困
難
な
Ｂ
判
定
は

減
っ
た
。

　
　
　
判
定
後
の
所
有
者
に
対
す

る
調
査
、
意
思
確
認
は
。

　
　
　
耕
作
の
意
思
が
な
い
も
の

は
農
地
台
帳
か
ら
除
外
し
て
い

る
。　農

地
土
地
改
良

　
　
　
圃
場
整
備
の
要
望
及
び
未

着
工
の
件
数
は
。

　
　
　
農
林
基
盤
交
付
金
を
活
用

し
要
望
の
次
年
度
に
実
施
、
令

和
５
年
度
８
个
所
予
定
。

　
公
共
交
通

　
　
　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
利
便
性

は
向
上
し
た
が
、
朝
夕
の
便
に
つ

い
て
の
検
討
は
。

　
　
　
ス
ク
ー
ル
便
を
兼
ね
た
運

行
時
間
に
つ
い
て
は
、
関
係
機

関
と
調
整
し
て
い
く
。

　認
定
こ
ど
も
園

　
　
　
保
護
者
連
絡
用
ア
プ
リ
の

利
用
状
況
は
。

　
　
　
一
斉
連
絡
、
欠
席
確
認
等

に
活
用
し
、
教
諭
の
負
担
軽
減

に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
分
園
の
将
来
の
方
向
性
は
。

　
　
　
分
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

５
年
度
か
ら
検
討
す
る
。

　外
国
語
教
育

　
　
　
英
検
合
格
者
は
。

　
　
　
53
人
受
験
し
、
３
級
11
人
、

４
級
７
人
、
５
級
11
人
。

　
　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
は
。

　
　
　
時
差
の
問
題
が
あ
る
。
日

南
は
朝
の
授
業
前
。
シ
ア
ト
ル

は
自
宅
か
ら
。

　
　
　
シ
ア
ト
ル
海
外
派
遣
は
。

　
　
　
希
望
者
20
人
中
17
人
参
加
。

　が
ん
検
診

　
　
　
モ
デ
ル
地
区
事
業
は
。

　
　
　
大
宮
地
区
で
無
料
送
迎
を

行
い
５
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。
保

健
師
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
訪

問
を
行
い
、
が
ん
だ
け
で
な
く

多
く
の
疾
病
が
発
見
さ
れ
早
期

治
療
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　予
防
接
種

　
　
　
風
し
ん
の
追
加
的
対
策
事

業
｟
昭
和
47
年
４
月
２
日
～
昭

和
54
年
４
月
１
日
生
の
男
性
が

対
象
｠
の
接
種
率
が
低
い
。
働
き

盛
り
の
方
を
対
象
と
し
て
い
る

が
接
種
は
平
日
の
み
か
。

　
　
　
日
野
病
院
、
日
南
病
院
は

平
日
の
み
。
個
人
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

な
ど
は
土
曜
日
も
実
施
し
て
お

り
、
希
望
者
に
は
そ
ち
ら
を
紹

介
し
て
い
る
。

問問問問問問問問 答答答答答答答答問問答答問問答答

問問問問 答答答答

問問問問問問

問問

答答答答答答問問答答

答答問問問問問問 答答問問問問 答答答答答答答答 答答答答

皆伐が終わった町有林

　木
材
団
地
新
規
造
成
地

　
　
　
追
加
造
成
地
の
工
場
等
の

進
出
計
画
が
止
ま
っ
て
い
る
。

経
過
、
問
題
点
等
認
識
は
。

　
　
　
相
手
方
と
の
協
議
は
行
っ

て
い
る
が
結
論
が
で
て
い
な
い
。

今
後
の
状
況
は
逐
次
報
告
す
る
。

　町
有
林

　
　
　
新
植
面
積
が
少
な
い
の
は

人
員
不
足
、
作
業
員
の
高
齢
化

等
が
影
響
し
て
い
る
か
。

　
　
　
令
和
５
年
度
で
対
応
予
定
。

民
有
林
も
含
め
て
、
町
内
で
年

間
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
目
標
。
造
林

班
の
増
員
を
し
て
い
る
。

答答 問問答答 問問

早期発見に繋がる検診



一般会計

反対　　　岡本健三議員
　会計年度任用職員の休暇や手当

について正職員との格差是正を図

るべき。

　自衛隊からの求めに応じ本人また

は家族の同意なしで該当者名簿を提

供していた。これは憲法が定めるプ

ライバシー権を侵害恐れがある｡

賛成　　　岩﨑昭男議員
　令和４年度決算歳出額は71億

5836万1千円で、予算の執行率は

89.7%となっている。令和３年度

の予算執行率は87.0%、令和２年

度は85.5%であり、この３年間を

比較すると令和４年度の予算執行

率は高く、おむね予算に沿った執

行がなされた決算である。

反対　　　荒金敏江議員
　ドア・ツー・ドアデマンドバ

スは朝夕及び土日は運行されてい

ない。早急に改善すべきである。

　一般廃棄物であるプラスチック

の資源化を早急に検討すべきであ

る。また、ごみの減量化について

住民へ働きかけをすべき。

国民健康保険特別会計

賛成　　　大西　保議員
　子育て支援策があるので、国が示すとおり、現時点に

おいては国民健康保険の未就学児の均等割半額免除は妥

当である。

　　　岡本健三議員
　未就学児の均等割が半額免除となったが、18歳以

下全員に対し全額免除とすべきである。

反対
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反対 賛成反対

介護保険特別会計

　　　荒金敏江議員
　２億円以上の積立がある介護給付

費準備基金を介護保険料軽減に充て

ることを検討すべき｡

　第９期介護保険事業計画策定にあ

たり実施した高齢者ニーズ調査に、

聴力についての設問を設けるべき｡

　　　荒木　博議員
　コロナ禍にあっても介護予防、介護

サービス、認知症対策等に適切に取り

組んだ。

　介護給付費準備基金は介護保険事業

の財源が不足した場合に繰り出すもの

で、常習的に繰り出すものではない｡

　　　岡本健三議員
　介護給付費準備基金が２億円以

上あるのは介護保険料を取りすぎ

ていたことである。適正な基金の

積立額を示すべきである。

令和４年度 決算認定 論討

※山本芳昭議員は議長のため、賛否の表明はしません。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

認定

認定

認定

認定

岡
本
健
三

大
西 

　保

｟欠
員
｠

荒
木 

　博

一般会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

件　　　　　名 結果

○令和４年度決算認定の賛否内訳（賛否の分かれたもの）

櫃
田
洋
一

高
橋
洋
志

岩
﨑
昭
男

×

×

×

×

−

−

−

−

−

−

−

−

荒
金
敏
江

近
藤
仁
志

山
本
芳
昭

○

○

○

○

後期高齢者医療特別会計

　　　岡本健三議員
　後期高齢者を別枠で囲い込み負担を押し付ける後

期高齢者医療制度はリスク分散がしづらく安定した

制度運用が望めない。元の老人保健制度に戻すとと

もに国庫負担を増額し国民負担を軽減すべき。

賛成　　　櫃田洋一議員
　国民皆保険制度の維持をしていくための制度であ

る。医療の安全とサービスの質を落とさないために

必要なものである。

反対
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９月定例会 審議結果

陳情の審査結果

消費税インボイス制度の実施中止を求める陳情

提出者：鳥取県民主商工会連合会
　　　　会長　奥田　清治

　制度導入に当たっての課題として、免税事業者が課
税事業者になれば事務負担の増加等あるが、仕入れ税
額控除に関する経過措置や2割特例制度の支援策を設
けてあり、今後も更なる支援を検討されており、導入
目的である消費税の公平性を確保する観点からインボ
イス制度は必要と考える。

採択結果案　　件

不採択

審 査 意 見

　　　岡本健三議員

　多くの免税事業者が廃業の危機にある。その証拠
に52万筆の反対署名が集まった。中小企業団体、
税理士団体のほか自民党にも問題視する声がある。
（荒金、岡本）

　　　荒木博議員

　インボイス制度は消費税の透明性と公平性を高
めるために実施されるものである。今この時点で
中止すれば混乱を招く。
（高橋、荒木、岩﨑、大西、櫃田、近藤）

賛成反対

　提出のあった陳情は、9月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。
　なお、賛成・反対とあるのは、陳情原案に対する討論です。

土地利用規制法の廃止を求める意見書提出

　　　岡本健三議員
　調査対象や内容など

核心部分が政府にゆだ

ねられているのが問題

である。実際に、防衛

省本省が特別注視区域

から外れる恣意的な運

用がある。

（荒金、岡本）

賛成

○否決した議案

発
議

反対　　　近藤仁志議員
　外国人所有の筆数が確

認できたことは本法律

が十分機能していると

言える。本法律を廃止

すれば重要施設機能を

阻害される恐れが増大

することは容易に推測

できる。
（高橋、荒木、岩﨑、

　大西、櫃田、近藤）

○可決した議案
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令
和
５
年
度
補
正
予
算

条
例

そ
の
他

令
和
４
年
度
決
算
認
定

日南町農業委員会委員の任命につき同意を
求めることについて

財産の取得について(消防ポンプ自動車購入
(CD-1型))

専決処分の承認を求めることについて(工事
請負契約の変更について)

……賛否の分かれたもの

一般会計補正予算(第4号)

簡易水道事業会計補正予算(第1号)

下水道事業会計補正予算(第1号)

病院事業会計補正予算(第2号)

一般会計補正予算(第5号)

日南町特別医療費助成条例の一部改正

和解及び損害賠償の額を定めることについて

一般会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

再生可能エネルギー発電事業特別会計

簡易水道事業会計

下水道事業会計

病院事業会計

福島第一原発の汚染水（ＡＬＰＳ処理水）

の海洋放出中止を求める意見書提出

　　　荒金敏江議員
　IAEAは「放射線の影

響はごくわずか」とい

うだけで安全を保障し

てはいない。地元の漁

協や自治体の理解が得

られるまで、放出を中

止すべき。

（荒金、岡本）

賛成

発
議

反対　　　大西　保議員
　放出された処理水に含

まれるトリチウムの濃

度は、日本の安全基準

の40分の1以下であり、

IAEAによる定期的なチ

ェックも行われている。

（高橋、荒木、岩﨑、

　大西、櫃田、近藤）
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福栄分団に配備予定のポンプ自動車

もっとくわしく質疑応答 補正予算など

提
案
さ
れ
た
財
産
の
取
得
、

条
例
改
正
、
補
正
予
算
に
つ

い
て
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

で
駐
車
場
な
ど
の
規
模
を
想
定

し
、
事
業
費
の
概
算
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　立
地
の
調
査
は
防
災
に
関

し
て
か
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。

　
　例
え
ば
現
在
地
は
土
砂
災

害
の
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
な
の
で
、

新
病
院
を
建
設
す
る
な
ら
土
砂

災
害
対
策
の
費
用
と
工
期
が
必

要
で
あ
る
。
そ
れ
も
勘
案
し
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。

　木
材
団
地
沈
砂
池

　
　
　
　進
入
路
設
置

　
　設
置
す
る
進
入
路
を
恒
久

的
に
使
用
す
る
の
か
。

　
　恒
久
的
に
使
用
す
る
。
木

材
団
地
を
造
成
し
た
当
初
か
ら

あ
る
沈
砂
池
で
、
町
有
地
に
進

入
路
を
整
備
す
る
。
土
砂
の
浚

渫
は
木
材
団
地
の
関
係
企
業
が

行
う
。

ロ
ボ
ッ
ト
芝
刈
機
を
勧
め
ら
れ

た
。
分
園
に
網
の
よ
う
な
も
の

は
な
い
の
で
大
丈
夫
で
あ
る
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　ワ
ク
チ
ン
は
国
か
ら
提
供

さ
れ
る
の
か
。

　
　今
年
度
は
国
か
ら
無
償
で

ワ
ク
チ
ン
が
提
供
さ
れ
る
。

　
　確
保
し
た
ワ
ク
チ
ン
の
量
は
。

　
　８
月
末
ま
で
に
９
５
５
人

分
確
保
し
た
。
そ
の
後
も
随
時

配
分
さ
れ
る
の
を
見
込
ん
で
高

齢
者
か
ら
接
種
を
始
め
る
。

　日
南
病
院
移
転

　
　
　候
補
地
調
査

　
　調
査
期
間
は
。

　
　契
約
日
か
ら
来
年
３
月
31

日
ま
で
が
調
査
期
間
で
あ
る
。

基
本
構
想
を
今
年
度
に
策
定
す

る
の
で
、
調
査
も
今
年
度
末
ま

で
で
あ
る
。

　
　調
査
を
早
め
ら
れ
な
い
か
。

　
　年
明
け
に
は
候
補
地
の
案

を
出
す
予
定
で
あ
る
。

　
　基
礎
資
料
と
し
て
調
査
が

必
要
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的

に
何
を
求
め
る
の
か
。

　
　現
在
地
を
含
め
た
場
所
の

選
定
を
す
る
。
ま
ず
は
地
図
上

の
住
民
基
本
台
帳
に
も
と
づ
き

４
０
４
９
人
で
積
算
を
行
っ
て

い
る
。
事
務
経
費
は
か
か
ら
な

い
。　清

掃
セ
ン
タ
ー
緊
急
修
繕

　
　具
体
的
な
修
繕
の
内
容
は
。

　
　煙
道
の
伸
縮
管
の
エ
ク
ス

パ
ン
シ
ョ
ン
と
排
ガ
ス
の
濃
度

記
録
計
の
修
繕
で
あ
る
。

　日
南
邑
・
緑
の
館
改
修

　
　当
初
予
算
の
３
分
の
１
、

７
０
０
万
円
と
大
き
な
額
だ
が

工
事
の
内
容
は
。

　
　当
初
予
算
で
改
修
す
る

シ
ャ
ワ
ー
施
設
の
生
活
雑
排
水

を
個
別
浄
化
槽
へ
流
せ
な
か
っ

た
た
め
、
本
館
の
合
併
浄
化
槽

へ
流
す
た
め
の
改
修
で
あ
る
。

　に
ち
な
ん
十
色
山
上
分
園

　
　
　ロ
ボ
ッ
ト
芝
刈
機

　
　ゆ
き
ん
こ
村
で
ロ
ボ
ッ
ト

芝
刈
機
の
試
験
運
用
を
し
て
い

た
が
、
結
局
は
乗
用
の
芝
刈
機

を
購
入
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
の

ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
の
網
な
ど
障
害

物
に
弱
い
と
の
話
も
あ
る
が
、

ロ
ボ
ッ
ト
芝
刈
機
の
評
価
は
。

　
　県
と
の
や
り
取
り
の
中
で

条
例
改
正

　子
ど
も
の
医
療
費
完
全
無
償
化

　
　県
と
町
の
負
担
割
合
は
。

ま
た
、
助
成
総
額
と
今
回
の
改

正
に
よ
る
増
額
は
。

　
　負
担
割
合
は
県
２
分
の
１
、

町
２
分
の
１
で
あ
る
。
令
和
３

年
度
実
績
に
対
す
る
試
算
で
は

助
成
総
額
が
４
７
０
万
円
、
今

回
の
改
正
に
よ
る
増
額
は
99
万

円
で
あ
る
。

補
正
予
算

　支
障
木
伐
採

　
　事
前
調
査
の
経
費
は
県
の

負
担
か
。
何
カ
所
伐
採
す
る
の

か
。　

　事
前
調
査
は
担
当
者
の
打

ち
合
わ
せ
で
あ
り
経
費
は
か

か
っ
て
い
な
い
。
詳
細
な
調
査

と
伐
採
の
予
算
を
計
上
し
た
。

見
込
み
で
は
２
カ
所
実
施
す
る
。

　た
っ
た
も
カ
ー
ド

　ス
ペ
シ
ャ
ル
ポ
イ
ン
ト
付
与

　
　付
与
対
象
は
何
人
か
。
付

与
す
る
た
め
の
事
務
経
費
が
か

か
る
の
か
。

　
　予
算
額
は
８
月
14
日
現
在

財
産
の
取
得

　消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入

　
　操
法
大
会
で
は
車
体
側
面

後
方
の
銀
色
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
部

に
ロ
ゴ
な
ど
を
入
れ
て
い
る
自

治
体
も
あ
っ
た
が
。

　
　今
回
の
自
動
車
に
は
ロ
ゴ

な
ど
を
入
れ
る
予
定
は
な
い
。

今
後
購
入
す
る
車
輛
に
つ
い
て

は
ま
た
検
討
す
る
。

　
　現
在
所
有
し
て
い
る
車
輛

は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　売
却
す
る
予
定
で
あ
る
。

問問 問問問問 答答答答答答

問問問問 答答答答答答

問問答答

問問

問問問問

答答答答 問問問問問問問問 答答答答答答

問問問問 答答答答

答答答答

土砂の浚渫が完了した沈砂地

し
ゅ
ん

せ
つ

大西　保 議員

問問

答答

養豚場の「現在の規模」とは

　　　

現在の面積が基軸になる

環境教育セミナー

現
時
点
の
養
豚
場
の
建

設
計
画
の
進
捗
は
。
ま

た
、
町
と
し
て
今
後
ど
の
よ

う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

県
の
許
認
可
手
続
き
等

に
向
け
て
土
地
造
成
計

画
を
作
成
し
て
い
る
段
階
で

あ
る
。
今
後
町
は
、｢

第
１
回

養
豚
場
建
設
に
係
る
連
絡
協

議
会
」
で
要
望
の
あ
っ
た
２

項
目
、
処
理
水
を
河
川
に
放

流
し
な
い
方
策
の
検
討
と
解

体
工
事
終
了
ま
で
に
地
元
へ

の
事
業
計
画
の
説
明
を
求
め

る
。
ま
た
、
協
議
会
の
定
期

的
な
開
催
、
県
と
の
情
報
共

有
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

解
体
工
事
の
進
捗
状

況
は
８
割
程
度
終
わ

っ
て
い
る
と
事
業
者
か
ら
聞

い
て
い
る
。

５
月
２
日
に
社
長
と
の

面
談
時
の
記
録
に
「
新

た
に
林
地
開
発
は
考
え
て
い

な
い
」
と
あ
る
が
、
現
在
の

農
場
の
敷
地
13

　以
内
な
の

か
。

お
見
込
み
の
通
り
。
解
体

状
況
も
確
認
し
て
い
る
。

新
た
に
１

　以
上
の
開

発
に
は
、
開
発
許
認
可

の
要
件
で
地
元
同
意
が
必
要

と
な
る
が
、
同
意
し
な
い
場

合
町
は
ど
う
な
る
か
。

県
の
許
認
可
の
書

類
と
し
て
地
元
同

意
が
必
要
で
あ
る
の
で
許
認

可
が
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

「
現
在
の
規
模
で
事
業

を
進
め
る
」
と
あ
る
が
、

規
模
と
は
面
積
な
の
か
、
建

屋
ま
た
は
飼
育
頭
数
な
の
か
。

現
在
の
面
積
が
基
軸
に

な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　総
合
戦
略
の
取
組

６
月
30
日
に
第
２
期

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
日
南
町
総
合
戦
略
」

第
三
者
評
価
委
員
会
が
開
催

さ
れ
た
が
、
町
長
は
委
員
会

の
結
果
の
報
告
を
受
け
、
ど

議
」
が
７
月
に
開
催
さ
れ
た

が
、
参
加
し
た
各
課
と
ど
の

よ
う
な
内
容
を
協
議
、
検
討

さ
れ
た
の
か
。

７
月
の
会
議
で
は
、
森

林
づ
く
り
を
は
じ
め
、

ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
や
脱
炭
素
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
環
境
教
育

な
ど
、
昨
年
度
の
取
組
内
容

等
に
つ
い
て
確
認
し
、
取
組

の
充
実
・
強
化
に
向
け
た
検

討
を
行
っ
た
。
ご
み
の
削
減

の
数
値
目
標
の
追
加
設
定
に

つ
い
て
も
議
論
し
、
今
秋
開

催
の
環
境
審
議
会
に
諮
る
。
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の
よ
う
な
指
示
を
し
た
の
か
。

私
も
出
席
し
推
進
状
況

を
確
認
し
た
。
23
項
目

の
内
半
数
以
上
が
達
成
ま
た

は
順
調
と
の
評
価
で
あ
っ
た

が
、
社
会
増
減
の
プ
ラ
ス
推

移
と
か
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
額
が
遅
れ
て
い
る
項
目

に
つ
い
て
は
、
副
町
長
や
担

当
課
長
に
取
組
を
加
速
す
る

よ
う
指
示
を
し
た
。

遅
れ
て
い
る
10
項
目
の

う
ち
、
外
国
人
技
能
実

習
生
計
画
11
人
に
対
し
、
総

合
診
療
医
１
人
に
対
し
、
子

育
て
応
援
企
業
宣
言
170
社
に

対
し
、
進
捗
率
０
％
の
状
況

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り

十
分
な
取
組
が
で
き
な
か
っ

た
部
分
も
あ
る
が
、
「
第
二

期
」
の
終
期
ま
で
の
残
り1

年
半
、
目
標
達
成
に
向
け
て

推
進
し
て
い
く
。

　グ
リ
ー
ン
ド
リ
ー
ム
計
画

町
の
環
境
問
題
を
推
進

す
る
組
織
と
し
て
「
環

境
基
本
計
画
推
進
連
絡
会

町政のここが聞きたい

問問問

問問

問 問

副
町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

農
林
課
長

haha

一般質
問

一般質
問
答答と問問

解体された農場建屋
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問問

答答

旧花見山スキー場の購入検討は

検討中でまだ報告できる段階でない

購入の打診があった花見山スキー場跡

５
月
25
日
の
全
員
協
議

会
で
報
告
の
あ
っ
た
旧

花
見
山
ス
キ
ー
場
の
土
地
・

建
物
購
入
の
検
討
状
況
は
。

目
指
す
姿
は
、
住
民
生

活
に
安
全
で
あ
る
こ
と

が
最
も
重
要
で
あ
る
認
識
の

も
と
検
討
し
て
い
る
。

①
町
が
購
入
し
活
用
②

町
内
事
業
者
が
購
入
し

活
用
③
町
外
事
業
者
が
購
入

し
活
用
④
購
入
し
な
い
の
４

つ
の
選
択
肢
が
あ
る
と
思
う

が
。

活
用
に
つ
い
て
、
町
や

町
内
の
事
業
者
と
検
討

中
で
あ
り
、
ま
だ
報
告
で
き

る
段
階
で
な
い
。

リ
フ
ト
、
建
物
等
の
撤

去
費
用
の
積
算
は
し
て

い
る
の
か
。

概
算
金
額
の
積
算
は
行

っ
て
い
る
。

隣
接
す
る
神
戸
上
桑
平

山
牧
野
農
業
協
同
組
合

と
協
議
を
さ
れ
た
の
か
。

意
見
交
換
は
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
民
間
事
業

者
で
森
林
を
持
つ
考
え
も
あ

る
の
で
そ
の
方
面
に
も
打
診

し
て
い
る
。

ゾ
ー
ン
モ
ド
市
と
の
今

後
の
展
開
は
。

ゾ
ー
ン
モ
ド
市
側
か
ら

の
意
見
も
考
慮
し
交
流

を
進
め
て
い
き
た
い
。

前
回
訪
問
時
の
「
共
同

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０

１
９
」
の
中
に
ゾ
ー
ン
モ
ド

市
に
〝
日
南
町
〟
を
命
名
し

た
ス
ト
リ
ー
ト
を
建
設
す
る

と
あ
り
、
同
意
す
る
と
な
っ

て
い
る
が
取
り
組
み
状
況
は
。

コ
ロ
ナ
等
で
交
流
で
き

な
か
っ
た
の
で
進
捗
を

確
認
で
き
て
い
な
い
。

日
南
町
に
関
す
る
展
示

を
さ
れ
る
と
聞
い
て
い

る
が
。式

典
終
了
後
に
博
物
館

で
日
南
町
の
展
示
物
を

お
願
い
し
て
い
る
。

『
継
続
は
力
な
り
』
と

い
う
諺
が
あ
る
が
、
来

年
度
の
訪
問
計
画
は
。

現
時
点
で
は
未
定
で
あ

る
。
今
ま
で
相
互
交
流

と
い
う
形
を
と
っ
て
き
た
の

で
、
来
年
は
来
て
い
た
だ
く

番
で
あ
る
が
、
情
報
を
共
有

し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
そ
し
て
、
途
切
れ
る
こ
と

　モ
ン
ゴ
ル
交
流

モ
ン
ゴ
ル
中
央
県
設
立

１
０
０
周
年
記
念
式
典

の
招
待
を
受
け
訪
問
さ
れ
た

成
果
は
。

公
式
会
議
で
は
町
内
事

業
者
の
紹
介
や
、
外
国

人
材
育
成
雇
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

今
後
の
連
携
を
確
認
し
た
。

　
さ
ら
に
職
員
の
交
流
や
親

睦
を
図
り
、
所
期
の
目
的
は

達
成
で
き
た
。

な
く
進
め
て
い
き
た
い
。

昨
年
の
ラ
ン
ド
セ
ル
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
は
大

成
功
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、

今
年
度
の
計
画
は
。

日
本
語
学
級
を
訪
問
し

て
生
徒
と
直
接
話
す
機

会
が
あ
り
、
日
本
の
マ
ン
ガ

は
人
気
が
あ
る
し
、
日
本
語

を
覚
え
る
の
に
ア
ニ
メ
な
ど

の
マ
ン
ガ
が
非
常
に
有
効
だ

と
聞
い
た
。
今
年
度
は
マ
ン

ガ
本
を
送
る
計
画
を
し
て
い

る
。

ゾーンモド市との交流

一般質
問

一般質
問
答答と問問

問問

問

問問

問 問問 問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

近藤仁志 議員

問問

答答

下谷中鉄山跡の国史跡指定の道筋は

令和7年の指定を目指す

発掘で明らかになった元小屋の場所と規模

学
術
調
査
の
進
捗
と
成

果
は
。

７
月
末
を
も
っ
て
現

地
で
の
発
掘
調
査
は

終
了
。
製
鉄
炉
｟
高
殿
｠
、

事
務
所
跡
｟
元
小
屋
｠
の
床

面
お
よ
び
そ
の
規
模
を
確
認

し
た
。
来
年
は
、
「
鍛
冶

場
」
の
発
見
を
目
指
し
た
い
。

国
、
県
の
文
化
財
専
門

部
署
の
反
応
は
。

文
化
庁
職
員
お
よ
び

県
文
化
財
課
に
よ
る

令
和
２
年
の
現
地
調
査
と
今

年
度
の
協
議
に
お
い
て
、
国

史
跡
指
定
に
十
分
な
遺
跡
で

あ
る
と
見
解
を
得
た
。
今
年

11
月
～
12
月
頃
に
文
化
庁
担

当
者
を
招
き
、
改
め
て
現
地

確
認
を
行
う
予
定
。

国
史
跡
指
定
は
想
定
よ

り
早
ま
る
の
か
。

国
の
史
跡
に
な
っ
て

い
る
た
た
ら
場
は
全

国
に
３
つ
し
か
な
い
。
引
き

続
き
発
掘
調
査
を
行
う
と
と

も
に
、
県
と
協
力
し
て
古
文

書
の
解
読
を
進
め
学
術
的
に

証
明
し
、
早
け
れ
ば
令
和
７

年
に
国
史
跡
の
指
定
を
受
け

た
い
。価

値
を
高
め
て
観
光
資

源
と
し
て
活
用
し
た
い

と
述
べ
ら
れ
た
が
。

昨
年
度
は
大
山
山
麓
協

と
連
携
し
て
、
日
南
刀

剣
た
た
ら
女
子
ツ
ア
ー
を
開

催
、
参
加
者
７
人
。
今
年
は

山
里
Ｌ
ｏ
ａ
ｄ
に
ち
な
ん
主

催
で
、
５
月
に
た
た
ら
遺
構

ウ
オ
ー
ク
キ
ン
グ
を
12
人
参

加
で
開
催
、
次
回
は
11
月
を

予
定
し
て
い
る
。

　
将
来
的
に
は
本
町
の
周
遊

型
観
光
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
の

活
用
を
検
討
し
た
い
。

　高
齢
者
の
免
許
更
新

高
齢
者
に
と
っ
て
、
米

子
の
み
の
免
許
更
新
手

続
き
は
、
か
な
り
の
負
担
と

危
険
性
が
伴
っ
て
い
る
。
免

許
更
新
手
続
き
の
一
部
で
も

郡
内
で
で
き
な
い
か
。

現
状
で
は
困
難
と
県
警

か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
知
事
か
ら

も
県
警
本
部
に
伝
え
る
と
発

言
さ
れ
た
経
緯
も
あ
り
、
高

齢
者
施
策
の
な
か
で
要
望
し

て
い
く
こ
と
は
有
り
だ
と
思

う
、
声
は
上
げ
て
い
き
た
い
。
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　山
里
L
o
a
d
に
ち
な
ん

　委
託
事
業

旧
木
下
家
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
様
々
な
模
索

を
さ
れ
た
が
そ
の
後
の
活
用

実
態
が
見
え
な
い
。

将
来
的
な
方
向
性
は
見

出
せ
て
い
な
い
。
地
域

づ
く
り
に
活
用
す
る
こ
と
と

文
化
的
な
価
値
も
合
わ
せ
て

再
確
認
し
た
い
。

現
状
で
は
人
の
関
心
を

引
き
付
け
る
取
り
組
み

が
一
つ
も
な
い
。
旧
木
下
家

の
佇
ま
い
の
中
で
感
じ
る
た

た
ら
文
化
は
特
別
で
、
常
設

展
示
場
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

立
派
な
門
長
屋
を
開
放
し
、

人
を
招
き
活
用
の
方
策
を
探

る
と
こ
ろ
か
ら
歩
み
を
始
め

た
ら
ど
う
か
。

一
つ
の
提
案
と
伺
っ
た
。

旧
木
下
家
の
文
化
的
価

値
や
成
り
立
ち
も
加
え
、
後

世
に
残
し
な
が
ら
活
用
す
る

考
え
で
あ
る
が
、
民
間
に
も

情
報
を
発
信
し
、
提
案
を
い

た
だ
き
た
い
の
で
、
そ
の
中

で
常
設
展
示
場
設
置
の
可
能

性
は
あ
る
。

町政のここが聞きたい

問問

問問

問問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

町
長

町
長

町
長

問町
長

開かずの門状態の旧木下家門長屋
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問問

答答

新規就農者向け支援は

相談にのりながら支援策を講じる

日南の肥育牛

現
在
資
格
取
得
の
た
め

に
修
学
中
の
方
を
受
け

入
れ
る
政
策
は
。

本
町
で
は
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
制
度
を
設
け
て

い
る
ほ
か
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制

度
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、

定
住
奨
励
金
や
各
種
人
材
育

成
奨
学
金
制
度
を
設
け
、
財

政
的
支
援
や
動
機
付
け
と
し

て
い
る
。

帰
町
し
て
働
き
た
い
方

の
中
に
、
牛
を
飼
い
た

い
方
が
い
た
情
報
は
把
握
し

て
い
る
か
。
把
握
し
て
い
れ

ば
そ
の
対
応
は
。

個
別
の
働
き
か
け
は
し

て
い
な
い
が
、
情
報
は

承
知
し
て
い
る
。
本
人
の
意

向
を
い
れ
な
が
ら
で
き
る
形

を
取
っ
て
い
き
た
い
。

５
年
度
も
ア
ッ
プ
す
る
見
込

み
。　町

道
整
備

生
山
印
賀
線
｟
尾
郷
～

宝
谷
間
｠
の
工
事
進
捗

状
況
は
。

生
山
印
賀
線
は
予
定
し

て
い
た
改
良
事
業
は
今

年
10
月
末
完
了
予
定
。

残
り
の
生
山
印
賀
線
の

拡
幅
計
画
は
。

現
在
な
い
。

　道
路
維
持
管
理

国
道
を
は
じ
め
県
及
び

町
道
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
及
び
側
線
の
整
備
状
況
は
。

国
道
、
県
道
に
つ
い
て

は
、
順
次
作
業
し
て
い

る
。
町
管
理
の
町
道
・
農
道

に
つ
い
て
は
、
交
通
施
設
整

備
事
業
と
し
て
９
月
中
の
契

約
を
予
定
。

昨
シ
ー
ズ
ン
の
雪
害
で

道
路
に
覆
い
被
さ
っ
て

い
る
杉
の
撤
去
状
況
は
。

鳥
取
県
で
は
、
「
倒
木

被
害
防
災
・
減
災
対
策

　
燃
料
高
騰
対
策

昨
年
度
は
営
業
車
両
に

対
し
て
助
成
さ
れ
た
が

今
年
度
に
つ
い
て
は
ど
う
さ

れ
る
か
。

今
議
会
で
の
事
業
者
に

対
す
る
町
独
自
の
燃
料

費
高
騰
対
策
は
予
定
し
て
い

な
い
。

　農
業
所
得
向
上
に
対
す
る
対
策

農
業
機
械
で
使
用
す
る

化
石
燃
料
に
係
る
軽
油

税
の
減
免
手
続
き
を
兼
業
農

家
に
も
広
く
周
知
す
べ
き
で

は
。

免
税
軽
油
制
度
の
利
用

者
が
増
え
る
よ
う
に
広

報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利

用
し
て
制
度
の
周
知
を
図
る
。

　町
営
バ
ス
の
経
費

燃
料
高
騰
に
よ
る
経
費

増
額
は
。

２
０
０
円
の
収
入
を
得

る
経
費
が
令
和
４
年
度

４
０
４
円
ア
ッ
プ
で
４
７
９

９
円
と
な
っ
た
。
更
に
令
和

連
絡
会
」
を
設
立
し
、
現
地

調
査
を
し
、
事
前
伐
採
の
対

象
と
な
る
木
を
選
定
し
作
業

を
始
め
る
方
針
。
本
町
で
も

８
月
に
現
地
視
察
し
関
連
予

算
を
、
本
議
会
に
上
程
。

倒
木
に
よ
り
被
害
が
出

た
場
合
の
賠
償
責
任
は
。

被
災
者
へ
の
賠
償

責
任
は
地
主
に
あ

る
。

電
柱
に
対
す
る
対
策

は
。

停
電
に
つ
な
が
る
危
険

性
の
高
い
順
か
ら
対
策

を
講
じ
て
い
く
。

建
設
課
長

伐採が急がれる支障木

一般質
問

一般質
問
答答と問問

問問

問問

問問 問

問

問問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

荒金敏江 議員

問問

答答

補聴器の購入補助を

補聴器購入補助の検討をすすめる

聴
き
取
れ
な
い
事
が

時
々
あ
る
状
態
で
補
聴

器
を
使
い
始
め
る
と
音
の
認

識
が
保
て
る
の
で
良
い
が
、

自
分
で
は
気
づ
き
に
く
い
。

住
民
検
診
で
聴
覚
検
診
を
し
、

難
聴
を
早
く
見
つ
け
て
受
診

に
つ
な
げ
る
体
制
を
つ
く
る

べ
き
。聴

力
機
能
の
低
下
に
よ

り
日
常
生
活
に
不
便
が

生
じ
て
い
る
方
へ
の
適
切
な

受
診
勧
奨
や
、
相
談
機
関
へ

の
案
内
等
行
っ
て
い
る
が
、

更
な
る
充
実
は
必
要
。

補
聴
器
は
高
額
。
障
害

者
総
合
支
援
法
の
対
象

に
な
る
と
、
低
所
得
者
は
自

己
負
担
な
し
、
市
町
村
民
税

課
税
世
帯
は
自
己
負
担
上
限

が
３
万
７
２
０
０
円
に
な
る
。

支
援
法
対
象
外
へ
の
補
聴
器

購
入
補
助
を
す
べ
き
。

補
聴
器
の
適
切
な
活
用

に
よ
り
認
知
症
や
フ
レ

イ
ル
予
防
に
も
有
効
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　
補
聴
器
購
入
補
助
の
検
討

を
す
す
め
る
。

補
聴
器
を
購
入
し
た
後

の
調
整
が
大
切
。
使
い

こ
な
せ
る
よ
う
に
情
報
提

供
・
相
談
体
制
を
整
え
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

月
に
一
回
行
っ
て
い
る

専
門
事
業
者
に
よ
る
補
聴
器

相
談
会
等
の
活
用
を
す
す
め

る
と
共
に
、
適
切
な
利
用
の

継
続
支
援
に
有
効
な
情
報
を

提
供
し
て
い
く
。

　介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ

令
和
６
年
度
か
ら
始
ま

る
介
護
保
険
第
９
期
に

む
け
て
、
老
人
保
健
施
設
の

多
床
室
｟
相
部
屋
｠
の
有
料

化
、
低
所
得
者
の
部
屋
代
・

食
事
代
の
軽
減
対
象
を
更
に

限
定
す
る
な
ど
利
用
者
負
担

増
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
国

の
姿
勢
に
対
し
て
町
長
は
ど

う
考
え
ら
れ
る
か
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

が
増
加
し
て
い
る
中
、

改
訂
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

介
護
保
険
制
度
の
維
持
の
た

め
に
財
源
確
保
は
重
要
で
あ

る
が
利
用
者
へ
の
影
響
も
十

分
に
考
慮
す
べ
き
と
考
え
る
。

　買
い
物
支
援

町
内
に
は
買
い
物
で
き

る
店
が
無
い
地
域
が
多

い
。
移
動
販
売
が
無
く
な
り

困
っ
て
い
る
と
の
声
が
あ
る
。

町
の
支
援
で
移
動
販
売
を
復

活
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

ま
ず
は
実
態
を
把
握
し

て
み
た
い
。

県
の
移
動
販
売
車
運
営

補
助
制
度
も
あ
る
。
見

守
り
を
兼
ね
た
制
度
も
あ
る
。

生
活
の
楽
し
み
に
も
な
る
。

実
態
を
把
握
し
て
買
い

物
支
援
の
あ
り
方
を
考

え
て
い
き
た
い
。
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介
護
会
計
剰
余
金
を
積

み
立
て
た
介
護
給
付
費

準
備
基
金
積
立
金
が
２
億
円

以
上
あ
る
。
こ
れ
を
使
っ
て

介
護
保
険
料
を
軽
減
す
べ
き
。

異
常
な
物
価
高
で
生
活
が
苦

し
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
介
護

保
険
料
を
軽
減
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

第
９
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
に
向
け
て

９
月
に
介
護
保
険
運
営
協
議

会
を
開
催
し
、
検
討
を
行
う
。

町政のここが聞きたい

問問問

問 町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問 問

問

町
長

町
長

介護給付費準備基金の推移

第３期
（H1８～20）

第４期
（H21～23）

第５期
（H24～26）

第６期
（H27～29）

第７期
（H30～R2）

第８期
（R3～4）

積立金期別

合 計

取り崩し額 介護保険料

5,030

58

21,037

67

30

69

26,291

4,200円

5,700円

5,700円

5,700円

5,700円

0

4,050

1,009

0

0

0

5,059

（万円）（万円）

H21 4,340円
H22 4,400円

 H23 4,470円
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岡本健三 議員

問問

答答

被爆アオギリの保護、PRを

平和の象徴となるよう検討する

一般質
問

一般質
問
答答と問問

文化センター前の被爆アオギリ

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
東
隅
に
あ
る
被
爆

ア
オ
ギ
リ
の
由
来
は
。

平
成
23
年
５
月
に
町
の

若
手
職
員
に
よ
り
平
和

の
象
徴
と
し
て
植
え
ら
れ
た
。

非
核
平
和
の
町
宣
言
を

し
た
自
治
体
と
し
て
被

爆
ア
オ
ギ
リ
を
し
っ
か
り
守

り
町
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

住
民
の
皆
さ
ん
が
、
被

爆
ア
オ
ギ
リ
を
通
し
て

平
和
へ
の
想
い
を
育
む
き
っ

か
け
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

　に
ち
な
ん
十
色
の
保
育
時
間
延
長

い
つ
か
ら
実
施
す
る
の

か
。
職
員
の
受
け
入
れ

体
制
は
。

め
の
植
栽
が
行
わ
れ
て
い
る
。

フ
ァ
ロ
ス
フ
ァ
ー
ム
㈱
の
維

持
管
理
状
況
を
県
と
と
も
に

注
視
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
改

善
要
求
等
を
行
う
。

進
入
路
と
し
て
町
が
貸

与
し
て
い
る
土
地
の
契

約
期
間
は
来
年
３
月
末
ま
で

で
あ
る
。
契
約
を
更
新
す
る

際
、
住
民
の
合
意
が
必
要
で

は
。

住
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

　ご
み
処
理
広
域
化

可
燃
物
処
理
施
設
の
建

設
候
補
地
｟
米
子
市
彦

名
｠
の
自
治
連
合
会
か
ら
、

選
定
の
や
り
直
し
を
求
め
、

そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
ま
で
話

し
合
い
に
応
じ
な
い
と
す
る

要
求
書
が
提
出
さ
れ
た
が
。

説
明
が
不
十
分
だ
と
の

認
識
あ
る
。
間
口
を
広

げ
て
も
ら
い
話
し
合
い
が
で

き
る
態
勢
づ
く
り
を
す
る
。

処
理
方
法
に
さ
ま
ざ
ま

な
可
能
性
が
あ
る
中
で
、

そ
も
そ
も
候
補
地
の
選
定
を

す
る
こ
と
に
無
理
が
な
い
か
。

本
年
10
月
か
ら
本
園

で
実
施
予
定
で
あ
る
。

フ
ル
タ
イ
ム
職
員
の
シ
フ
ト

を
変
更
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

職
員
で
補
強
す
る
。

延
長
に
伴
い
、
保
育
教

諭
の
負
担
が
増
す
の
で

は
。
こ
の
機
会
に
処
遇
改
善

を
す
べ
き
で
は
。

負
担
軽
減
や
処
遇
改

善
を
検
討
す
る
。

　佐
木
谷
の
養
豚
場

フ
ァ
ロ
ス
フ
ァ
ー
ム
㈱

へ
名
和
農
場
の
汚
水
処

理
施
設
の
現
地
視
察
を
申
し

入
れ
た
か
。

名
和
農
場
の
よ
う
に

排
水
し
な
い
方
法
は

佐
木
谷
で
は
難
し
い
の
で
、

広
島
の
農
場
を
見
て
欲
し
い

と
の
こ
と
。
全
体
計
画
の
方

向
性
が
決
ま
れ
ば
そ
れ
に
合

っ
た
農
場
を
視
察
す
る
。

定
期
水
質
検
査
結
果
に

よ
る
と
、
森
林
開
発
地

で
検
出
さ
れ
る
全
窒
素
濃
度

が
下
が
っ
て
い
な
い
。
ど
う

対
処
す
る
の
か
。

現
在
、
森
林
復
旧
の
た

西
部
圏
域
で
ご
み
処
理

を
一
括
処
理
す
る
方
針

に
変
わ
り
な
い
の
で
問
題
な

い
。

具
体
的
に
基
本
構
想
を

ど
の
よ
う
に
見
直
し
て

い
る
か
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容

器
包
装
や
製
品
プ

ラ
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
方
向

で
あ
る
。

そ
う
な
る
と
可
燃
ご
み

が
減
り
、
施
設
の
規
模

が
縮
小
で
き
る
の
で
は
。

ご
み
を
減
ら
す
考
え
方

は
そ
の
通
り
。
西
部
の

市
町
村
で
話
し
合
っ
て
少
し

ず
つ
変
更
し
て
い
く
。

米子市彦名町の建設候補地(●)

問問 問

問問問町
長

問問

問問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

教
育
長

教
育
長

副
町
長

住
民
課
長

町政のここが聞きたい
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道の駅にちなん日野川の郷の運営状況（農林課）

委員会の活動報告

総務教育常任委員会 9月22日

7月14日・9月22日経済福祉常任委員会

一般社団法人山里Loadにちなんへの委託事業
（地域づくり推進課）

本年度委託事業予算総額　       115,268千円
(内訳）・観光振興対策事業　　  64,370千円
　　　 ・青年結婚UIターン事業  50,643千円
　　　 ・その他管理委託料　　　    255千円
　職員体制は観光振興部門5人、青年結婚部門4
人の総勢9人である。運営が2年目に入り、自主
事業開発による自主財源の確保、各まち（むら）
づくり協議会と連携した空き家情報の共有や活
用策の検討など、持続可能な組織として活動し
ていけるように、地域づくり推進課もしっかり
連携して対策を進めていくとの説明を受けた。

◆自主事業の取組内容及び収益の取扱いの調査
　を行った。

◆空き家確保・活用事業に係る住宅借上げ、改
　修・修繕費用、改修の見積、入札、賃料、資
　産管理等の調査を行った。

◆空き家借り上げ改修業務に係る運用や移住パ
　ンフレットの配布先やホームページ活用等に
　ついての調査を行った。

デマンド交通（ドア・ツー・ドア）の運行状況
（地域づくり推進課）

　昨年10月より町内全5路線で、朝・夕は小中
学生の通学や通勤を兼ねた大型バス、日中は自
宅から目的地へのつなぐドア・ツー・ドア型デ
マンドバスの運行から１年経過したので利用状
況や今後の取組等について説明を受けた。

◆登録者の状況1,120人（町民の28％）
・実利用者数・・・・・464人
・延べ利用者数・・・8,620人

◆自宅まで侵入できない世帯数への対応状況
　は、59世帯から32世帯へ減少したが、今後
　は小型（6人3列シート）車両を来年度当初よ
　り導入出来るよう検討し対応していく。

◆今後の利用促進対策として、デマンドバスと
　巡回バスを組み合わせた乗り方が出来る利用
　方法の周知を行い利用者増を図る。

◆デマンドバスの色で、路線が一目で分かるよ
　うな塗装方法等を検討する。

いきいき百歳体操の支援（福祉保健課）
・活動団体は46団体。そのうち補助金を活用し
　ている団体は39団体。
・課題として、補助金の事務手続きや活動報告
　の簡素化が必要である｡

木材団地造成地の活用状況（農林課）
・アスファルト舗装部分1600㎡は日南町森林
　組合の貯木場として使用。
・工場建設用地7600㎡については、現在事業
　化に向けて検討中。 

・コロナも5類に変わり、来客数が増え売り上げも増えている。今後の動向を
　注視したい。
・1品1円がどのように活用されるのか、出荷者協議会や消費者にも分かりやす
　く説明する必要性がある。

※売上順位は過去の同月比による

令和５年度道の駅売上（税込）

レストラン

直売所

事業所

レジ通過者

レジ通過者

売上（円）

うち出荷者協

※H30−R5の売上順位

※H30−R5の売上順位

※R1−R5の売上順位

売上（円）

４月

2番目 3番目 6番目 4番目 3番目

3番目 3番目 3番目 2番目 3番目

1番目 2番目 4番目 1番目 1番目

5月 6月 7月 ４-7月合計

7,217

5,242,417

2,524,865

1,806

1,565,800

8,782

6,794,686

2,975,726

2,066

1,914,190

5,812

3,838,923

1,700,697

1,616

1,440,070

8,723

5,462,216

2,797,815

2,136

1,901,670

30,534

21,338,242

9,999,103

7,624

6,821,730
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中心地域及び住宅政策調査特別委員会 9月14日

中心地域整備計画の進捗と今後のスケジュール（地域づくり推進課）

委託業務の締結
・事業名　日南町中心地域整備計画策定支援業務
・受託者　(株)荒谷建設コンサルタント米子事務所
・契約日　令和5年8月10日
・契約期間　令和5年8月10日～同6年12月10日
・契約金額　12,980,000円（税込み）
委託業務の内容
（1）計画準備　
（2）中心地の現状把握・調査・分析
（3）整備費用の概算及び事業手法の検討
（4）住民ワークショップ　　等全12項目

住民ワークショップの開催
　まち（むら）づくり協議会を対象に、令和6年7
月までに各3回程度テーマを変えて実施
住民アンケートの実施
・実施時期　令和5年10月～11月頃
・対象者　　1,000人　無作為抽出
＊アンケートを送付するのは1,000人ですが、町
報に誰もが参加できるようQRコードを掲載し、よ
り多くの人が回答できる環境を準備する。
・最終的にパブルックコメントを行い、完成版を
作成

新病院建設に係る基本構想策定事業及びへき地医療拠点病院指定申請（日南病院）

「日南病院あり方検討委員会」の実施経過
①令和5年6月13日　第1回委員会開催
　主な検討事項‥「病院を取り巻く医療体制の状況｣
②令和5年7月25日　第2回委員会開催
　主な検討事項‥「病院の現状と問題点」
③令和5年8月29日　第3回委員会開催
　主な検討事項‥町民アンケート結果報告。規
　模・機能の検討など。
　今後2回の委員会とパブリックコメントを開催
し、答申案を決定。町長答申、議会報告、3月公
表予定。

令和4年度無医地区調査結果
　上萩山地区が新たに該当、県内3地区目
巡回診療
　無医地区指定になるとへき地医療対策として、
巡回診療等が求められ、日南病院としては、つる
ぎ会館で巡回診療を、10月中を目標に検討、準備
する。
へき地医療拠点病院
　国は、無医地区の診療を行う病院に対し、｢へき
地医療拠点病院」の指定を行い、財政支援もする｡
　巡回診療実績ができれば日南病院も申請を予定｡

全員協議会全員協議会 ７月〜９月に開催した全員
協議会について報告します。

７
月
14
日

◆
佐
木
谷
の
養
豚
農
場

　
養
豚
場
新
設
に
係
る
地
元

連
絡
協
議
会
が
新
設
さ
れ
、
７

月
６
日
に
第
１
回
目
の
会
合

が
開
催
さ
れ
た
。
町
か
ら
は
現

状
の
説
明
と
地
元
か
ら
は
事

業
者
へ
の
要
望
事
項
を
決
め

た
、
今
後
は
定
期
的
に
会
合
を

開
催
す
る
。

　
第
２
回
協
議
会
が
８
月
30

日
に
開
催
さ
れ
た
。

◆
第
２
期
総
合
戦
略

　
６
月
30
日
に
「
第
三
者
評
価

委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
、
令
和

４
年
度
の
重
要
業
績
指
標
状

況
に
基
づ
き
評
価
が
行
わ
れ

た
。
特
に
全
23
項
目
の
内
遅
れ

て
い
る
10
項
目
に
つ
い
て
、
課

題
と
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
た
。

◆
国
保
税
の
算
定
方
式
変
更

　
来
年
度
よ
り
現
行
の
４
税

｟
所
得
割
・
資
産
割
・
均
等
割
・

平
等
割
｠
方
式
か
ら
資
産
割
を

廃
止
し
３
税
方
式
へ
の
変
更
を

検
討
す
る
。
他
町
の
状
況
を
確

認
し
税
率
の
試
算
を
行
い
国

保
運
営
審
査
会
に
諮
問
す
る
。

◆
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助
成

　
６
月
議
会
の
補
正
で
50
人
分

計
上
し
た
が
、
７
月
13
日
時
点

で
47
人
の
申
請
者
と
な
り
、
今

後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
る
の

で
９
月
議
会
の
補
正
で
１
５
０

人
分
の
追
加
を
検
討
し
て
い

る
。

９
月
14
日

◆
鳥
取
県
の
同
性
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

　
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
鳥
取

県
の
制
度
要
綱
に
基
づ
き
、
町

と
し
て
の
対
象
と
な
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
等
や
申
請
手
続
き

等
の
説
明
を
受
け
た
。

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集

　
令
和
６
年
４
月
採
用
の
募
集

を
早
期
に
開
始
す
る
こ
と
と
、

新
設
の
日
南
町
半
学
半
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
説
明
を
受

け
た
。

◆
こ
ど
も
園
保
育
時
間
延
長

　
保
育
時
間
を
午
前
７
時
30

分
～
午
後
６
時
30
分
に
変
更

し
、
10
月
２
日
よ
り
開
始
す
る

と
の
報
告
を
受
け
た
。

９
月
27
日

◆
ご
み
分
別
モ
デ
ル
︵
案
︶

　
令
和
14
年
稼
働
の
ご
み
処
理

施
設
に
お
け
る
処
理
対
象
物

を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
西
部

広
域
行
政
管
理
組
合
及
び
構

成
市
町
村
と
協
議
を
進
め
て

い
る
。
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モ
ン
ゴ
ル
訪
問
記

ゾーンモド市との協力公式会議

︵
８
月
︶

７
日
　
鳥
取
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会

21
日
　
西
部
町
村
議
会
議
員
研
修
会

22
日
　
日
南
町
戦
没
者
追
悼
式

28
～
29
日
　
町
村
議
会
広
報
研
修
３
人

30
日
　
議
会
運
営
協
議
会

︵
９
月
︶

５
日
　
９
月
定
例
会
本
会
議

６
日
　
９
月
定
例
会
本
会
議

７
日
　
９
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

８
日
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

11
日
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

12
日
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

13
日
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

14
日
　
全
員
協
議
会

　
　
　
中
心
地
域
及
び
住
宅
政
策

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

15
日
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

20
日
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

22
日
　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

27
日
　
９
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

︵
10
月
︶

６
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

10
～
12
日
　
議
員
研
修
１
人

13
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

16
～
17
日
　
議
員
研
修
１
人

18
日
　
日
野
郡
町
議
会
議
員
研
修
会

議
会
活
動
報
告

　
モ
ン
ゴ
ル
中
央
県
設
立
100
周

年
記
念
行
事
に
ゾ
ー
ン
モ
ド
市

よ
り
招
待
を
受
け
、
議
会
か
ら

も
山
本
議
長
、
近
藤
副
議
長
、

櫃
田
委
員
長
の
３
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
飛
行
機
か
ら
降
り
立
つ
と
広

大
な
草
原
が
目
に
飛
び
込
み
、

異
国
情
緒
溢
れ
る
風
景
に
感
動
。

　
今
回
の
訪
問
は
コ
ロ
ナ
禍
で

中
断
さ
れ
て
い
た
人
材
交
流
の

再
開
と
、
町
内
の
労
働
者
不
足

問
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て(

株)

オ
ロ
チ
、

日
南
福
祉
会
、
商
工
会
の
参
加

も
あ
り
、
充
実
し
た
会
談
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
何
よ

り
モ
ン
ゴ
ル
の
方
た
ち
が
日
本

人
に
対
し
て
リ
ス
ペ
ク
ト
し
て

く
れ
る
姿
勢
に
触
れ
、
今
後
の

交
流
が
よ
い
方
向
に
進
む
の
で

は
と
期
待
を
膨
ら
ま
せ
る
４
年

振
り
の
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
24
日
〜
28
日

日 時 　令和５年１１月１日（水）
　　 　午後６時～８時
会 場 　日南町総合文化センター
　　　　　　　　多目的ホール

日 時 　令和５年１１月２日（木）
　　 　午後６時～８時
会 場 　阿毘縁地域振興センター

　議員全員が参加して議会での取り組みなどを報告し、

町民のみなさまと意見交換を行います。

　町内2会場で行います。どなたでも、どちらの会場でもお気軽に

お越しください。多くのみなさまのご参加をお待ちしています。

ざっくばらんに

　話しましょう

議会報告会＆

　　　意見交換会のご案内
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行

政

調

査

報

告

　議
員
全
員
で
構
成
す
る
行
政
調
査
特
別
委
員
会

︵
委
員
長
・
岩
﨑
昭
男
︶
は
、
日
南
病
院
建
築
に
向

け
た
町
民
の
合
意
形
成
や
基
本
計
画
作
成
の
参
考
と

す
る
た
め
、
岡
山
県
鏡
野
町
︵
鏡
野
町
国
民
健
康
保

険
病
院
︶
及
び
香
川
県
三
豊
市
︵
み
と
よ
市
民
病

院
︶
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
調
査
期
間

令
和
５
年
６
月
27
日
～
29
日

○
調
査
先

・
岡
山
県
鏡
野
町
役
場

・
香
川
県
三
豊
市
立
み
と
よ
市

民
病
院

○
調
査
概
要

　鏡
野
町
国
民
健
康
保
険
病
院

　
昭
和
27
年
に
町
立
鏡
野
病
院

と
し
て
開
院
。
昭
和
38
年
に
移

転
を
し
た
の
ち
、
平
成
元
年
現

在
地
に
新
築
移
転
し
、
平
成
16

年
か
ら
一
般
病
床
48
床
と
療
養

病
床
40
床
の
計
88
床
で
運
営
し

て
い
る
。
し
か
し
、
老
朽
化
と
自

然
災
害
に
よ
る
水
害
対
策
が
課

題
と
な
り
、
令
和
４
年
１
月
に

「
鏡
野
町
立
病
院
あ
り
方
検
討

委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
令
和
５

年
２
月
に
新
病
院
整
備
基
本
構

想
が
策
定
さ
れ
、
４
月
に
は
基

本
計
画
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
新
病
院
は
水
害
に
対
す
る
立

地
条
件
を
考
慮
し
移
転
新
築
す

る
こ
と
と
し
、
一
般
病
床
50
床

と
医
療
療
養
病
床
20
床
の
合
計

70
床
に
縮
小
さ
れ
た
。
令
和
10

年
度
の
開
院
を
目
標
と
し
て
、

建
設
は
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
を
採
用
す

る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
の
削
減
と
工

期
短
縮
を
図
ら
れ
て
い
る
。

〖
町
概
要
〗

◆
人
口
1
2
,
3
1
7
人
、
5
,

6
2
6
世
帯
、
面
積
4
1
9
.

6
8 

km²

〖
現
在
の
病
院
の
概
要
〗

◆
平
成
元
年
５
月
建
築

◆
診
療
科
は
内
科
、
小
児
科
、

外
科
、
整
形
外
科
、
耳
鼻
咽
喉

科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

◆
病
床
数
は
般
病
棟
48
床
、
療

養
病
棟
40
床

◆
医
師
は
常
勤
医
師
５
人
、
非

常
勤
医
師
５
人

〖
新
病
院
の
概
要
〗

◆
令
和
10
年
に
開
院
目
標

◆
診
療
科
は
内
科
、
小
児
科
、

外
科
、
整
形
外
科
、
耳
鼻
咽
喉

科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

◆
病
床
数
は
一
般
50
床
、
療
養

20
床

◆
個
室
は
許
可
病
床
数
の
３
割

以
内
で
整
備
す
る

◆
外
来
想
定
患
者
数
は
2
0
0

人
か
ら
2
3
0
人

◆
延
床
面
積
5
6
0
0
㎡
程
度

◆
概
算
工
事
費
約
55
億
円

｟う
ち
建
築
工
事
費
約
37
億
円
｠

　香
川
県
三
豊
市
立
み
と
よ

　市
民
病
院

　
平
成
19
年
に
耐
震
診
断
が
実

施
さ
れ
た
際
、
前
身
の
永
康
病

院
の
本
館
棟
が
緊
急
に
改
修
等

の
措
置
が
必
要
と
診
断
さ
れ
、

非
耐
震
性
建
物
の
対
策
を
要
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
平
成
28
年
に
執
行
部
か
ら
永

康
病
院
地
内
で
の
建
替
え
案
が

議
会
に
示
さ
れ
た
。
市
議
会
は

永
康
病
院
調
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

平
成
29
年
に
別
の
場
所
に
移
設

及
び
建
設
す
る
の
が
適
切
で
あ

る
と
報
告
し
た
。
平
成
31
年
に

執
行
部
か
ら
現
在
地
を
建
設
場

所
と
す
る
こ
と
の
提
案
が
あ
り
、

議
会
は
承
認
し
た
。

　
平
成
30
年
城
西
大
学
伊
関
友

伸
教
授
を
総
合
政
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
迎
え
、
建
設
計
画
に
関

岡山県鏡野町
鏡野町国民健康保険病院

香川県三豊市
みとよ市民病院

鏡野町庁舎にて

みとよ市民病院にて

職員の意見を取り入れ設置した廊下の物入れ

個室病床が特徴のみとよ市民病院

す
る
基
本
方
針
を
策
定
、
翌
31

年
に
病
床
数
1
2
2
床
、
総
事

業
費
40
億
円
以
内
、
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方

式
で
の
建
設
に
よ
る
基
本
計
画

を
策
定
し
た
。

　
令
和
２
年
に
建
設
が
開
始
さ

れ
、
令
和
４
年
３
月
み
と
よ
市

民
病
院
が
竣
工
し
、
５
月
か
ら

診
療
が
開
始
さ
れ
た
。

〖
市
概
要
〗

◆
人
口
7
3
,
2
8
8
人
、

2
3
,
9
5
2
世
帯
、
面
積

2
2
2
.
7 

km²

〖
病
院
の
概
要
〗

◆
令
和
４
年
５
月
開
院

◆
診
療
科
は
内
科
、
外
科
、
整

形
外
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
精
神
科
、
心

療
内
科
、
泌
尿
器
科
、
眼
科
、
小

児
科
、
脳
神
経
外
科

◆
病
床
数
は
一
般
46
床
、
療
養

46
床
、
精
神
30
床
｟
計
1
2
2

床
｠

◆
個
室
は
1
1
0
床

◆
医
師
は
常
勤
医
師
７
人
、
非

常
勤
医
師
36
人

◆
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
免
震

構
造
地
上
６
階
建
て
延
床
面
積

9
2
9
0
㎡

◆
全
体
事
業
費
約
59
億
円

｟
う
ち
建
築
工
事
費
約
44
億
円
｠

両
病
院
と
も
基
本
構
想
策

定
か
ら
工
事
完
成
ま
で
５
年
程

度
を
要
し
て
い
る
。
新
日
南
病

院
も
今
年
度
中
に
基
本
計
画
を

策
定
し
、
最
短
で
令
和
10
年
春

に
開
院
の
予
定
で
あ
り
、
全
体

的
な
計
画
期
間
は
妥
当
と
考
え

る
。三

豊
市
で
は
、
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
56
人
が
参

加
し
、
新
病
院
に
対
す
る
期
待

と
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

日
南
病
院
の
今
後
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
際
に
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト

だ
け
で
な
く
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
「
住
民
と
共
に
検
討
し
て
い

く
姿
勢
」が
重
要
で
あ
る
。

鏡
野
町
の
新
病
院
は
従
来
通

り
、
国
の
指
針
に
従
い
計
画
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
対
し
て

み
と
よ
市
立
病
院
で
は
病
院
建

設
に
あ
た
り
、
伊
関
教
授
が
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
、
そ

の
考
え
が
大
き
く
反
映
さ
れ
て

い
た
。
新
日
南
病
院
建
設
に
際

し
て
も
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス

は
重
要
で
あ
る
が
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
っ
て
病
院
に
対
す
る

考
え
方
は
異
な
る
た
め
、
依
頼

す
る
際
に
慎
重
な
判
断
が
必
要

で
あ
る
。

み
と
よ
市
民
病
院
で
は
、
病

院
ス
タ
ッ
フ
の
意
見
を
セ
ク
シ
ョ

ン
ご
と
に
収
集
し
、
広
い
廊
下
、

ト
イ
レ
の
あ
る
個
室
と
な
い
個

室
、
一
部
の
多
床
室
、
廊
下
の

物
入
れ
な
ど
ス
タ
ッ
フ
の
希
望

に
応
じ
た
病
院
づ
く
り
が
行
わ

れ
て
い
た
。
日
南
病
院
で
も
ス

タ
ッ
フ
と
の
意
見
交
換
を
十
分

に
行
い
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
基

本
構
想
を
策
定
す
べ
き
で
あ
る
。

両
病
院
と
も
建
設
手
法
と
し

て
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
を
採
用
し
、
設

計
段
階
よ
り
施
工
者
の
技
術
力

を
活
用
し
て
コ
ス
ト
縮
減
と
工

期
短
縮
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
方

式
も
一
つ
の
選
択
肢
で
あ
る
が
、

他
の
方
式
も
比
較
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

み
と
よ
市
民
病
院
で
は
、
職

員
の
働
き
や
す
い
環
境
や
新
型

感
染
症
に
対
応
で
き
る
設
備
に

す
る
た
め
に
は
、
新
病
院
建
設

を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
、
高

齢
の
患
者
が
多
い
現
状
や
新
病

院
建
設
用
地
の
確
保
、
建
設
工

事
費
の
高
騰
な
ど
の
問
題
が
あ

る
た
め
、
十
分
な
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
地
元
雇
用

確
保
が
極
め
て
困
難
が
想
定
さ

れ
る
中
、
福
利
厚
生
設
備
の
充

実
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。み

と
よ
市
民
病
院
で
は
、
個

室
病
床
を
特
徴
と
し
、
差
額

ベ
ッ
ド
料
金
に
つ
い
て
は
現
時
点

で
は
無
料
と
し
て
い
る
。
新
日

南
病
院
建
設
に
際
し
て
も
、
こ

の
点
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

鏡
野
町
で
は
、
平
成
31
年
１

月
か
ら
庁
内
で
検
討
協
議
を
始

め
た
。
４
年
後
の
令
和
４
年
４

月
に
「
病
院
あ
り
方
検
討
会
」
を

立
ち
上
げ
、
令
和
５
年
２
月
に

基
本
構
想
を
策
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
三
豊
市
の
場
合
は
、
耐
震

診
断
で
改
修
が
必
要
と
さ
れ
、

10
年
程
度
か
け
て
市
立
２
病
院

の
統
合
再
編
や
、
永
康
病
院
の

建
て
替
え
等
が
検
討
さ
れ
た
後
、

平
成
29
年
に
基
本
構
想
を
策
定

し
て
い
る
。
両
病
院
と
も
建
設

決
定
ま
で
に
十
分
な
期
間
を
か

け
慎
重
な
議
論
が
さ
れ
て
い
た

と
感
じ
た
。
そ
れ
に
比
べ
、
新
日

南
病
院
の
建
設
決
定
は
唐
突
で

拙
速
す
ぎ
る
と
考
え
る
。

今
回
調
査
し
た
病
院
は
、
病

院
の
新
築
が
決
定
し
て
い
る
例

と
、
病
院
を
既
に
新
築
し
終
え

た
例
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の

２
例
で
は
病
院
新
築
の
デ
メ

リ
ッ
ト
が
分
か
り
に
く
い
。
他
の

市
町
村
で
病
院
の
新
築
で
な
く

別
の
解
決
方
法
を
採
用
し
た
例

に
つ
い
て
も
調
査
が
必
要
で
あ

る
。

考
察
｟
議
員
の
感
想
等
｠

●●

●

● ●

● ●
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●

にちなん議会だより　令和５年10月発行　No.173

−22−−23−

行

政

調

査

報

告

　議
員
全
員
で
構
成
す
る
行
政
調
査
特
別
委
員
会

︵
委
員
長
・
岩
﨑
昭
男
︶
は
、
日
南
病
院
建
築
に
向

け
た
町
民
の
合
意
形
成
や
基
本
計
画
作
成
の
参
考
と

す
る
た
め
、
岡
山
県
鏡
野
町
︵
鏡
野
町
国
民
健
康
保

険
病
院
︶
及
び
香
川
県
三
豊
市
︵
み
と
よ
市
民
病

院
︶
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
調
査
期
間

令
和
５
年
６
月
27
日
～
29
日

○
調
査
先

・
岡
山
県
鏡
野
町
役
場

・
香
川
県
三
豊
市
立
み
と
よ
市

民
病
院

○
調
査
概
要

　鏡
野
町
国
民
健
康
保
険
病
院

　
昭
和
27
年
に
町
立
鏡
野
病
院

と
し
て
開
院
。
昭
和
38
年
に
移

転
を
し
た
の
ち
、
平
成
元
年
現

在
地
に
新
築
移
転
し
、
平
成
16

年
か
ら
一
般
病
床
48
床
と
療
養

病
床
40
床
の
計
88
床
で
運
営
し

て
い
る
。
し
か
し
、
老
朽
化
と
自

然
災
害
に
よ
る
水
害
対
策
が
課

題
と
な
り
、
令
和
４
年
１
月
に

「
鏡
野
町
立
病
院
あ
り
方
検
討

委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
令
和
５

年
２
月
に
新
病
院
整
備
基
本
構

想
が
策
定
さ
れ
、
４
月
に
は
基

本
計
画
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
新
病
院
は
水
害
に
対
す
る
立

地
条
件
を
考
慮
し
移
転
新
築
す

る
こ
と
と
し
、
一
般
病
床
50
床

と
医
療
療
養
病
床
20
床
の
合
計

70
床
に
縮
小
さ
れ
た
。
令
和
10

年
度
の
開
院
を
目
標
と
し
て
、

建
設
は
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
を
採
用
す

る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
の
削
減
と
工

期
短
縮
を
図
ら
れ
て
い
る
。

〖
町
概
要
〗

◆
人
口
1
2
,
3
1
7
人
、
5
,

6
2
6
世
帯
、
面
積
4
1
9
.

6
8 

km²

〖
現
在
の
病
院
の
概
要
〗

◆
平
成
元
年
５
月
建
築

◆
診
療
科
は
内
科
、
小
児
科
、

外
科
、
整
形
外
科
、
耳
鼻
咽
喉

科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

◆
病
床
数
は
般
病
棟
48
床
、
療

養
病
棟
40
床

◆
医
師
は
常
勤
医
師
５
人
、
非

常
勤
医
師
５
人

〖
新
病
院
の
概
要
〗

◆
令
和
10
年
に
開
院
目
標

◆
診
療
科
は
内
科
、
小
児
科
、

外
科
、
整
形
外
科
、
耳
鼻
咽
喉

科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

◆
病
床
数
は
一
般
50
床
、
療
養

20
床

◆
個
室
は
許
可
病
床
数
の
３
割

以
内
で
整
備
す
る

◆
外
来
想
定
患
者
数
は
2
0
0

人
か
ら
2
3
0
人

◆
延
床
面
積
5
6
0
0
㎡
程
度

◆
概
算
工
事
費
約
55
億
円

｟う
ち
建
築
工
事
費
約
37
億
円
｠

　香
川
県
三
豊
市
立
み
と
よ

　市
民
病
院

　
平
成
19
年
に
耐
震
診
断
が
実

施
さ
れ
た
際
、
前
身
の
永
康
病

院
の
本
館
棟
が
緊
急
に
改
修
等

の
措
置
が
必
要
と
診
断
さ
れ
、

非
耐
震
性
建
物
の
対
策
を
要
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
平
成
28
年
に
執
行
部
か
ら
永

康
病
院
地
内
で
の
建
替
え
案
が

議
会
に
示
さ
れ
た
。
市
議
会
は

永
康
病
院
調
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

平
成
29
年
に
別
の
場
所
に
移
設

及
び
建
設
す
る
の
が
適
切
で
あ

る
と
報
告
し
た
。
平
成
31
年
に

執
行
部
か
ら
現
在
地
を
建
設
場

所
と
す
る
こ
と
の
提
案
が
あ
り
、

議
会
は
承
認
し
た
。

　
平
成
30
年
城
西
大
学
伊
関
友

伸
教
授
を
総
合
政
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
迎
え
、
建
設
計
画
に
関

岡山県鏡野町
鏡野町国民健康保険病院

香川県三豊市
みとよ市民病院

鏡野町庁舎にて

みとよ市民病院にて

職員の意見を取り入れ設置した廊下の物入れ

個室病床が特徴のみとよ市民病院

す
る
基
本
方
針
を
策
定
、
翌
31

年
に
病
床
数
1
2
2
床
、
総
事

業
費
40
億
円
以
内
、
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方

式
で
の
建
設
に
よ
る
基
本
計
画

を
策
定
し
た
。

　
令
和
２
年
に
建
設
が
開
始
さ

れ
、
令
和
４
年
３
月
み
と
よ
市

民
病
院
が
竣
工
し
、
５
月
か
ら

診
療
が
開
始
さ
れ
た
。

〖
市
概
要
〗

◆
人
口
7
3
,
2
8
8
人
、

2
3
,
9
5
2
世
帯
、
面
積

2
2
2
.
7 

km²

〖
病
院
の
概
要
〗

◆
令
和
４
年
５
月
開
院

◆
診
療
科
は
内
科
、
外
科
、
整

形
外
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
精
神
科
、
心

療
内
科
、
泌
尿
器
科
、
眼
科
、
小

児
科
、
脳
神
経
外
科

◆
病
床
数
は
一
般
46
床
、
療
養

46
床
、
精
神
30
床
｟
計
1
2
2

床
｠

◆
個
室
は
1
1
0
床

◆
医
師
は
常
勤
医
師
７
人
、
非

常
勤
医
師
36
人

◆
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
免
震

構
造
地
上
６
階
建
て
延
床
面
積

9
2
9
0
㎡

◆
全
体
事
業
費
約
59
億
円

｟
う
ち
建
築
工
事
費
約
44
億
円
｠

両
病
院
と
も
基
本
構
想
策

定
か
ら
工
事
完
成
ま
で
５
年
程

度
を
要
し
て
い
る
。
新
日
南
病

院
も
今
年
度
中
に
基
本
計
画
を

策
定
し
、
最
短
で
令
和
10
年
春

に
開
院
の
予
定
で
あ
り
、
全
体

的
な
計
画
期
間
は
妥
当
と
考
え

る
。三

豊
市
で
は
、
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
56
人
が
参

加
し
、
新
病
院
に
対
す
る
期
待

と
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

日
南
病
院
の
今
後
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
際
に
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト

だ
け
で
な
く
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
「
住
民
と
共
に
検
討
し
て
い

く
姿
勢
」が
重
要
で
あ
る
。

鏡
野
町
の
新
病
院
は
従
来
通

り
、
国
の
指
針
に
従
い
計
画
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
対
し
て

み
と
よ
市
立
病
院
で
は
病
院
建

設
に
あ
た
り
、
伊
関
教
授
が
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
、
そ

の
考
え
が
大
き
く
反
映
さ
れ
て

い
た
。
新
日
南
病
院
建
設
に
際

し
て
も
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス

は
重
要
で
あ
る
が
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
っ
て
病
院
に
対
す
る

考
え
方
は
異
な
る
た
め
、
依
頼

す
る
際
に
慎
重
な
判
断
が
必
要

で
あ
る
。

み
と
よ
市
民
病
院
で
は
、
病

院
ス
タ
ッ
フ
の
意
見
を
セ
ク
シ
ョ

ン
ご
と
に
収
集
し
、
広
い
廊
下
、

ト
イ
レ
の
あ
る
個
室
と
な
い
個

室
、
一
部
の
多
床
室
、
廊
下
の

物
入
れ
な
ど
ス
タ
ッ
フ
の
希
望

に
応
じ
た
病
院
づ
く
り
が
行
わ

れ
て
い
た
。
日
南
病
院
で
も
ス

タ
ッ
フ
と
の
意
見
交
換
を
十
分

に
行
い
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
基

本
構
想
を
策
定
す
べ
き
で
あ
る
。

両
病
院
と
も
建
設
手
法
と
し

て
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
を
採
用
し
、
設

計
段
階
よ
り
施
工
者
の
技
術
力

を
活
用
し
て
コ
ス
ト
縮
減
と
工

期
短
縮
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
方

式
も
一
つ
の
選
択
肢
で
あ
る
が
、

他
の
方
式
も
比
較
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

み
と
よ
市
民
病
院
で
は
、
職

員
の
働
き
や
す
い
環
境
や
新
型

感
染
症
に
対
応
で
き
る
設
備
に

す
る
た
め
に
は
、
新
病
院
建
設

を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
、
高

齢
の
患
者
が
多
い
現
状
や
新
病

院
建
設
用
地
の
確
保
、
建
設
工

事
費
の
高
騰
な
ど
の
問
題
が
あ

る
た
め
、
十
分
な
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
地
元
雇
用

確
保
が
極
め
て
困
難
が
想
定
さ

れ
る
中
、
福
利
厚
生
設
備
の
充

実
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。み

と
よ
市
民
病
院
で
は
、
個

室
病
床
を
特
徴
と
し
、
差
額

ベ
ッ
ド
料
金
に
つ
い
て
は
現
時
点

で
は
無
料
と
し
て
い
る
。
新
日

南
病
院
建
設
に
際
し
て
も
、
こ

の
点
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

鏡
野
町
で
は
、
平
成
31
年
１

月
か
ら
庁
内
で
検
討
協
議
を
始

め
た
。
４
年
後
の
令
和
４
年
４

月
に
「
病
院
あ
り
方
検
討
会
」
を

立
ち
上
げ
、
令
和
５
年
２
月
に

基
本
構
想
を
策
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
三
豊
市
の
場
合
は
、
耐
震

診
断
で
改
修
が
必
要
と
さ
れ
、

10
年
程
度
か
け
て
市
立
２
病
院

の
統
合
再
編
や
、
永
康
病
院
の

建
て
替
え
等
が
検
討
さ
れ
た
後
、

平
成
29
年
に
基
本
構
想
を
策
定

し
て
い
る
。
両
病
院
と
も
建
設

決
定
ま
で
に
十
分
な
期
間
を
か

け
慎
重
な
議
論
が
さ
れ
て
い
た

と
感
じ
た
。
そ
れ
に
比
べ
、
新
日

南
病
院
の
建
設
決
定
は
唐
突
で

拙
速
す
ぎ
る
と
考
え
る
。

今
回
調
査
し
た
病
院
は
、
病

院
の
新
築
が
決
定
し
て
い
る
例

と
、
病
院
を
既
に
新
築
し
終
え

た
例
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の

２
例
で
は
病
院
新
築
の
デ
メ

リ
ッ
ト
が
分
か
り
に
く
い
。
他
の

市
町
村
で
病
院
の
新
築
で
な
く

別
の
解
決
方
法
を
採
用
し
た
例

に
つ
い
て
も
調
査
が
必
要
で
あ

る
。

考
察
｟
議
員
の
感
想
等
｠

●●

●

● ●
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に
ち

な
ん

議
会

だ
よ

り

﹁
︵
ア
オ
ギ
リ
は
︶
あ
の
日
の
恐
ろ

し
い
地
獄
の
事
実
を
す
べ
て
覚
え
て

お
り
ま
す
﹂
。
戦
争
で
婚
約
者
を
失

い
原
爆
で
片
脚
を
失
っ
た
絶
望
の
ど

ん
底
で
自
殺
さ
え
考
え
な
が
ら
被
爆

ア
オ
ギ
リ
に
生
き
る
勇
気
を
も
ら
い
、

そ
の
２
世
３
世
を
全
国
へ
広
め
た
沼

田
鈴
子
さ
ん
の
言
葉
で
す
。

　
原
爆
投
下
に
よ
り
広
島
・
長
崎
に

生
き
地
獄
が
現
れ
て
か
ら
78
年
。
被

爆
し
た
方
の
平
均
年
齢
は
今
年
85
歳

を
超
え
ま
し
た
。
プ
ー
チ
ン
氏
の
核

の
脅
し
で
終
末
時
計
が
史
上
最
短
の

90
秒
を
示
す
現
在
、
か
つ
て
役
場
職

員
の
方
が
平
和
の
象
徴
と
し
て
植
え

た
被
爆
ア
オ
ギ
リ
が
、
次
の
世
代
が

戦
争
の
む
ご
さ
酷
さ
を
語
る
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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インタビューシリーズ

どっこい、この町に生きる
今
の
生
活
ス
タ
イ
ル

　町
内
を
中
心
に
鍼
灸
治
療
と
、
も
み

ほ
ぐ
し
を
お
家
に
伺
っ
て
施
術
し
て
い

ま
す
。
地
域
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
人

も
応
援
し
た
い
の
で
、
山
上
の
パ
ン
屋

﹁
さ
く
ら
ん
ぼ
ん
﹂
の
配
達
や
﹁
ア
メ

ダ
ス
茶
屋
﹂
で
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
の
ア

ル
バ
イ
ト
も
し
て
い
ま
す
。

鍼
灸
と
の
出
会
い

　中
学
校
総
体
県
大
会
の
２
０
０
ｍ
決

勝
の
ス
タ
ー
ト
で
、
一
歩
踏
み
出
し
た

時
に
股
関
節
に
痛
み
が
走
っ
て
一
瞬
止

ま
っ
た
ん
で
す
。
競
技
終
了
後
に
大
森

ト
レ
ー
ナ
ー
ズ
Ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
に
連
れ
て
行

か
れ
、
電
気
治
療
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
は
り
が
怖
か
っ
た
の
に
全
然
痛
く

な
く
て
感
激
し
ま
し
た
。

鍼
灸
師
を
目
指
し
た
い
き
さ
つ

　高
校
卒
業
時
に
、
母
親
に
何
で
も
い

い
か
ら
資
格
を
取
れ
と
言
わ
れ
、
中
学

時
代
の
体
験
を
思
い
出
し
調
べ
た
ら
訪

問
系
も
あ
り
、
日
南
に
帰
っ
て
も
で
き

る
じ
ゃ
ん
と
、
大
阪
に
あ
る
専
門
学
校

の
鍼
灸
学
科
に
進
学
し
ま
し
た
。

卒
業
後
の
進
路

　大
阪
の
訪
問
鍼
灸
と
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

会
社
に
就
職
。
殆
ど
歩
け
な
い
人
や
認 鍼

灸
と
お
年
寄
り
の
話
し
相
手
は
得
意
で
す

知
症
の
進
ん
だ
方
の
施
術
、
家
族
の
人

か
ら
独
居
の
人
の
見
守
り
や
、
話
だ
け

で
い
い
か
ら
と
指
名
も
あ
り
ま
し
た
。

私
は
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
な
の
で
、

お
年
寄
り
の
話
し
相
手
は
得
意
で
す
。

日
南
に
帰
る
き
っ
か
け

　都
会
は
空
が
狭
く
息
苦
し
さ
を
感
じ

て
い
た
し
、
隣
に
誰
が
住
ん
で
い
る
か

判
ら
な
い
寂
し
さ
、
透
明
な
川
が
見
た

い
願
望
が
強
く
な
っ
て
い
た
頃
、
原
付

で
毎
日
移
動
す
る
仕
事
な
の
に
、
ト
ラ

ッ
ク
に
追
い
抜
き
ざ
ま
接
触
さ
れ
大
事

故
に
、
そ
れ
か
ら
乗
る
の
が
怖
く
な
り

﹁
そ
れ
な
ら
帰
ろ
！
﹂
と
な
り
ま
し
た
。

日
南
に
帰
っ
て
か
ら

　農
協
に
就
職
し
２
年
半
勤
務
し
ま
し

た
が
、
父
方
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
病
気

に
な
っ
て
足
が
む
く
ん
で
い
た
の
で
お

灸
を
し
て
あ
げ
た
時
、
﹁
あ
〜
私
は
や

っ
ぱ
り
こ
っ
ち
が
い
い
﹂
と
決
断
し
ま

し
た
。

鍼
灸
師
開
業
の
歩
み

　親
戚
や
両
親
の
知
り
合
い
で
ス
タ
ー

ト
。
﹁
さ
く
ら
ん
ぼ
ん
﹂
の
配
達
の
つ

い
で
に
チ
ラ
シ
を
配
り
、
﹁
ア
メ
ダ

ス
﹂
で
来
客
者
に
も
知
っ
て
も
ら
え
る

機
会
も
で
き
て
、
今
で
は
口
コ
ミ
で
も

広
が
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

大
切
に
し
て
い
る
こ
と

　お
年
寄
り
と
の
時
間
を
大
切
に
し
た

い
し
、
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
施
術

を
し
た
い
の
で
多
く
の
お
客
さ
ん
は
求

め
ま
せ
ん
、
お
年
寄
り
の
記
憶
に
チ
ョ

ッ
ト
で
も
残
っ
た
ら
う
れ
し
い
な
ぁ
。

町
に
求
め
る
も
の

　や
っ
ぱ
り
お
年
寄
り
の
移
動
手
段
か

な
。
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
ド
ア
to
ド
ア
が

本
当
の
ド
ア
to
ド
ア
に
な
っ
て
欲
し
い

し
、
病
院
終
わ
り
の
お
年
寄
り
が
多
い

の
で
、
せ
め
て
病
院
発
ぐ
ら
い
予
約
な

し
で
乗
れ
た
ら
。
そ
れ
と
移
動
販
売
を

充
実
さ
せ
て
買
い
物
の
喜
び
を
お
年
寄

り
に
届
け
て
欲
し
い
。

「死ぬまで頼む」と利用者さん

　
　

野
口

　南
美
さ
ん
︵
茶
屋
︶

み
な

　み


